説明的文章教材の学習におけるイメージ化のはたらき by 岸岡  聡子
2014年度
兵庫教育大学大学院学位論文
説明的文章教材の学習における
イメージ化のはたらき
教育内容 0方法開発専攻
文化表現系教育コース
言語系教育分野 (国語)
M13161B岸岡 聡 子
目 次
序章 研究の目的と方法・・ 00・・ 00・ 000●・・ 0・・ ●●●●●0・ 01
第1節 研究の目的・・ 0・ 。・ 000・・・・・・・ 0。・・・・・ 。・・ 。・ 1
第2節 研究の方法・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・・・・・ 。・・・・ 。2
第1章 説明的文章教材の学習におけるイメージ化 000・・・ 00・03●●●●●3
第1節,説明的文章教材の学習におけるイメージ化の位置づけと必要性・ 00・0・3
(1)説明的文章教材の学習におけるイメージ化の位置づけ00・・・ 00。・ 3
(2)説明的文章教材におけるイメージ化の必要性・・・・ 0・・・ 。・ 0・・ 5
第2節 イメージ化に必要な二つの力・ 0・・・ e・・・・ ●●0● ●00・0・・ 6
(1)五感を使つて経験を想起する力・・・・・ 。・・・ 00・・・・・ 。・ 6
(2)類推・想像の力・・・・・・・・・・・・ 。・・・・・ 0。・ 。・・・・ 7
(3)創造する力・・ 0。・ 。・・・・・ 。・ 。・・・・ 。・ 。・・・・・ 。・8
(4)イメージ化に必要な二つの力の関係0000。・・・・・・・・・・・ 09
(5)授業実践記録に見られるイメージ化に必要な二つの力の関係・・・・・10
(6)第1章のまとめ・・・・ 000。・・・・・・・ 。・ 0・・・・・・・14
第2章 イメージ化の観点から見た説明的文章教材の分類・・・・・ ●0● ●●0015
第1節 説明的文章教材における描写表現・ 。00。・・ 00・・・・ 0。・ e15
第2節 説明的文章教材の描写表現に着目したイメージ化のはたらき・ 。・・・ 016
(1)文章構造ごとに分類した説明的文章教材に見られる描写表現 。00。・16
(2)説明的文章教材の描写表現に着日したイメージ化のはたらきの検討 。・20
(3)第2章のまとめ・・ 0・・・・・・・ ●●●●0・ 。・ 000・e.37
第3章 イメージ化のはたらきを生かした説明的文章教材の授業の構想00000・39
(1)イメージ化のはたらきを生かした説明的文章教材の授業づくりの観点
●0● ◆●0● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0● 000●39
(2)第3章のまとめ・・ 。・・・・ 0・・・・ 。・ 0。・・ 0・・・・・45
終章 研究の成果と今後の課題 0・ 000・0・・
第 ■節 研究の成果・ 。・ 0000。・・ 0・・ 0・・・・・・・・・・・・・・
第2節 今後の課題・・・・ 。●●●●●●0● ●●・・・・・ ●●●0●・・・
参考文献
46
46
46
序章 研究の目的と方法
第1節 研究の目的
本研究の目的は、説明的文章教材の学習におけるイメージ化のはたらきについて分析 し、
説明的文章教材の指導過程において、どのようにイメージ化を位置づけることができるか
を検討することである。
説明的文章教材を読むときに、論理構造を読みとることも重要であるが、書いてあるこ
とを目の前にありありと思い描きながら読むこと、つまり書いてあることをイメージ化 し
ながら読むことは、内容を理解する上で重要である。
子どもたちは、イメージ化 しながら読むことで書かれている内容をより実感を持って認
識することができる。そ して、抽象的な内容の理解で止まっていたものが、イメージ化す
ることで具体的に提えられるようになり、内容をより深く理解することができるのである。
以前は、「イメージ豊かに読み とる」 とか、「イメージをふくらませながら読む」とい
うことは、主に文学作品で扱われてお り l、 説明的文章教材の学習では、イメージ化は、
ほとんど問題にされることがなかった 2。
特に、説明的文章教材の読解指導では、言葉 と実物 とを直接的、間接的につき合わせて
きたので、イメージ化ということは重要視されてこなかったのである。
しかし、1970年代に入ると、説明的文章教材指導の研究者である渋谷孝が、イメージ
化のはたらきの重要性について主張するようになった。
渋谷は、説明的文章教材におけるイメージ化 と同様の類推や想像の作用について、次の
ように指摘 している 3。
文章を読んで分かるということは文章中のものごとと実生活上のものごととを対応さ
せて確認することではない。科学読み物を読みとつて分かるということは、学習者が
既有の体験的知識や考えを基盤 として (文章中のことばに対応する事実や現象につい
て知っているものがあるということ)未知のことを類推でき、想像できるということ
である。
渋谷が指摘 しているように、説明的文章教材の学習におけるイメージ化 とは、既得の体
験的知見を基礎 として、未知のものごとを想像または類推するということである。そして、
渋谷は、説明的文章教材の学習で、想像のはたらきが正 しく取 り上げられなかつたのは誤
りであると主張している .。 つまり、表現に着 日し、具体的に想像することをしないよう
な説明的文章教材の学習を否定 しているのである。 したがつて、説明的文章教材の学習指
導においても、イメージ化は重要な要素の一つなのである。
1 深川明子『イメージを育てる読み』明治図書、1987
2 有定稔雄『イメージ化の読み』明治図書、1976
3 渋谷孝『説明的文章の教材本質論』明治図書、1984、p.128
4 渋谷孝『説明的文章の教材研究論』明治図書、1973、p.271
その後、渋谷の他にも、小田迪夫 5、 長崎伸仁 6等、説明的文章教材指導の研究者達が、
イメージ化のはたらきの重要性を指摘するようになった。
その一方、研究者等によつて、イメージ化のはたらきやイメージ化のはたらきの重要性
は明らかにされてきたが、どのような表現を提え、どのように扱 うことがイメージ化のは
たらきを生かすことになるのか、という具体的な点は明らかにされていない。
したがって、説明的文章教材の指導において、イメージ化のはたらきを具体的に捉え、
イメージ化のどのような力をはたらかせることが可能なのかということを明らかにする必
要がある。
第2節 研究の方法
文章を読んで理解するということは、頭の中に書いてあることのイメージを思い浮かベ
ることである。つまり、子どもたちが説明的文章を読んで理解することができないという
ことは、書いてあることのイメージ化ができていないということである 7。 したがって、
教師の支援の一つとしてイメージ化させることを重視し、次のような方法で研究を進めた。
まず、先行研究を基に、説明的文章教材の学習において、イメージ化するために必要な
はたらきを明らかにする。
説明的文章教材の学習におけるイメージ化のはたらきについては、井上尚美、植山俊宏、
小田迪夫、倉澤栄吉、渋谷孝、長崎伸仁、百瀬澄雄等が言及している。これらの研究者の
イメージ化に関する見解を整理することで、どのような捉え方がなされているのか検討す
る。また、説明的文章教材では、どのような表現に着目することが、イメージ化をはたら
かせることを可能にするのかを明らかにする。
説明的文章教材は、筆者の主張が述べられたものである。したがつて、説明的文章教材
の学習では、「はじめ―中―おわり」の論理構造を見ていく必要がある。それと同時に、
イメージをふくらませることが可能な描写表現を見ていく必要もある。そこで、平成 23
年度版国語科教科書 (東京書籍)の説明的文章教材を対象とし、「はじめ―中―おわり」
という文章構造のどこにごどのような描写表現が存在し、どのような特徴的なはたらきを
するのかを明らかにする。
そして、明らかとなつた描写表現の特徴的なはたらきを基に、イメージ化のはたらきを
生かした授業づくりをするための観点を提案する。
5
6
7
小田迪夫
長崎伸仁
倉澤栄吉
p.129
『説明的文章教材の授業改革論』明治図書、1986
『新しく拓く説明的文章の授業』明治図書、1997
『倉澤栄吉国語教育全集H情報化社会における読解読書指導』角川書店、1987、
第1章 説明的文章教材の学習におけるイメージ化
本章においては、先行研究を基に説明的文章教材におけるイメージ化のはたらきについ
て考察する。そして、授業実践記録を基にイメージ化のはたらきに必要な力が、学習過程
の中で、どのようにはたらいているのかを考察する。
第1節 説明的文章教材の学習におけるイメージ化の位置づけと必要性
説明的文章教材の学習において、イメージ化は、どのように位置づけられてきたのだろ
うか。ここでは、井上尚美、植山俊宏、小田迪夫、倉澤栄吉、渋谷孝、長崎伸仁、百瀬澄
雄の説明的文章教材のイメージ化に関する見解を整理することで、説明的文章教材におけ
るイメージ化が、どのような捉え方をなされていたのかを検討する。
(1)説明的文章教材の学習におけるイメージ化の位置づけ
説明的文章は筆者の主張が述べられた文章である。そのために、説明的文章教材の学習
では、文章の論理構造を読みとらせることに重点が置かれてきた。
しかし、このような論理構造を読みとらせるような学習は、画一的な指導につながるこ
とが多く、子どもたちは文章中の言葉を組み替えることだけに意識が向いてしまい、文章
を一語一語丁寧に読んだり理解したりしたことにはならないのではないかと考える。
植山俊宏は、このような学習を「ことば」と「ことば」の関係で読みを行わせようとし
ていると指摘し、以下のように述べている 1。
小学校段階を例にとつて考えてみる。低学年の場合は、むしろことばは、事物とつな
げてとらえる、それができない場合(実物が簡単に近くできない場合)には、できる
だけかみ砕いてとらえる、類似例で補強(類比)してとらえる、対比してとらえる、な
どの丁寧なことばの理解の過程が必要であろう。ついで、事象・事実の理解、さらに
それにすじみちや判断が加味された表現を理解することに応用していく。すじみち(論
理)の理解は、具体的な事物・事象に支えられることによらて、納得の判断を経て定
着するだろう6低学年は、この能力の育成を重視する段階だろう。こういう言葉の実
感的な理解の経験や習慣の形成抜きに中0高学年において、説明的文章の学習を行つ
てもことばからことばへと渡つていくことを操作する、実感の薄い学習の成果しか得
られなくなるだろう。
植山俊宏は、低学年の段階から言葉を実感的に提えさせることが重要であり、そのよう
な実感を持った読みを積み重ねることが、中0高学年において論理を理解することに繋が
ると主張している。
1 植山俊宏「言語論理の教育一説明的文章学習による論理的認識力育成の実説―」田近
洵一『国語教育の再生と創造-21世紀へ発信する17の提言一』教育出版、1996、pp■
“- 165
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同様に、渋谷孝は説明的文章の学習では、読み手と無関係な文章内容をいかにして読み
手の経験と結びつけるかが重要であると主張している1また、小田迪夫は、説明的文章
教材の指導に望まれることは、読み手学習者の教材文体への感応力を増幅させるような読
ませ方を工夫することだと述べているtさらに、井上尚美は言葉と経験を結びつけるこ
とにういて次のように指摘している 4。
子どもは、生活の中で色々経験したことを言語によつて意識化し、さらに抽象化・
一般化することによってそれを知識・ (科学的)概念として頭の中に定着させる。
'そ
し
て今度は逆にそれを具体的な経験の場に下ろして適用・応用するという往復作業を活
発に行う。その往復作業が思考操作にほかならないのである。
そしてその往復作業は、ほとんどの場合、イメージを伴つているということを忘れ
てはならない。
上の記述によると、子どもは、経験したことを言語として意識化し、抽象化 。一般化す
ることによって知識・概念として捉えている。そして、理解するためには、抽象化 。一般
化された知識を具体的な経験の場に下ろして考えることが必要であり、またt経験したこ
とを言葉によつて抽象化・一般化することが必要だということである。
教科書に書いてある文章表現や言葉は、筆者が主張したいことを抽象化0-般化して表
したものである。文章の内容を理解するためには、書かれている表現や言葉を具体的な生
活の場面や経験、読み手が過去経験によって持っているイメージに適用させて考えること
が内容の理解につながるということである。したがつて、教材に書かれている言葉や内容
について、それが具体的にはどういうことなのか、子どもたちが自分の経験をもとにイメ
ージして考えることが重要なのである。
上記の研究者らの主張からt説明的文章教材の学習では、書かれていることを自らの経
験と結びつけ、具体的にイメージしながら読むことが重要であり、このような読みが文章
の論理を理解することにつながるということが言えよう。そして、文章の論理に表れてい
る筆者の主張を実感を持って理解することにより、子どもたちは自分なりのものの見方や
考え方を形成していくことができるのである。
このように、説明的文章の学習におけるイメージ化の重要性は指摘されてきたが、イメ
ージ化のはたらきについては、管見の限りでは十分に分析がなされていない。したがって、
イメージ化するためにはtどのような力が必要なのか、そして、説明的文章教材の指導過
程において、どのようにイメ‐ジ化を位置づけることができるのか、先行研究や授業実践
等を基に明らかにする。
2 渋谷孝『説明的文章の指導過程論』明治図書、1973、p.H
3 小田迪夫『説明的文章教材の授業改革論』明治図書、1986、p.3
4 井上尚美『思考力育成への方略―メタ認知・自己学習・言語論理一』明治図書、2007、
p.26
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(2)説明的文章教材におけるイメニジ化の必要性
文学教材の読み取りで必要なイメージ化が、なぜ説明的文章教材でも必要なのか。その
点について百瀬澄雄は、科学的説明文は、書き手が展開した論理の流れに乗つて読み手で
ある児童が論理の筋道をたどり、書き手の思考過程を追体験してみることが大切であると
指摘している。しかし、概括的、抽象的に捉えさせるのではなく、書かれていることをイ
メージを思い浮かべながら理解させないと児童はわかるように読めないと指摘し、特に、
低 。中学年の指導では、この面が大切だと主張しているt
また同様に、小田迪夫は次のように指摘している1
読書環境として存在する説明的文章は、抽象的説明体だけでなく、描写的説明体、物
語的説明体などさまざまな形態をとっている。説明とは、字義的には「ときあかす」
ことであるが、言語生活上の説明行動は、多くのばあい説き明かす相手があり、相手
にわからせることを行動目的としている。一方、説き明かすこと、すなわち、物事の
成りたち、しくみ、根拠などを明らかにするには抽象的思考が必要となる。「説明」
が、表現対象のとらえ方における 〈具体哺 象)の面から「描写」に対立する表現機
能を持つゆえんである。そこで、説明文は抽象的表現を本位とするが、説き明かす相
手によっては抽象表現のみによらず、わからせる手段として描写体、物語体、対話体
などの表現形態を利用することになる。その結果、さまざまな読物的説明体の文章作
品が存在することになるのである。
小田が指摘しているように、説明的文章を理解するには、その中に書かれているものご
との成り立ち、しくみ、根拠などを理解する抽象的思考が必要となる。一方、説明的文章
は読み手に分からせるために、抽象表現だけでなく、描写体、物語体、対話体などの表現
形態を使つている。したがつて、説明的文章教材の指導にのぞまれることは、読み手の教
材文体への感応力を増幅させるような読ませ方を工夫することと小田は指摘している L
つまり、説明的文章の学習には、色々な表現形態 (文体)
にあつた指導が求められているということである。
小日のこのような指摘に着日したのが長崎伸仁である。
長崎は、説明的文章の文体に着目し、右のような観点で
説明的文章教材を分類したヽ長崎は、平成8年度版小学
校国語科教科書6社(光村図書 。日本書籍 0学校図書・大
阪書籍 。東京書籍・教育出版)の説明的文章教材を対象と
した。(読書・ノンフィクション教材、伝記教材、記録文
として配列されている教材は、調査の対象外としている。)
A 読み物的説明体
a 物語的
b 説得的
c 読者との対話
d 描写的
B 抽象的説明体
?
?
?
?
百瀬澄雄『科学的説明文の特色と教え方』明治図書、
小甲迪夫『説明的文章教材の授業改革論』明治図書、
6に同じ、p.37
長崎伸仁『新しく拓く説明的文章の授業』明治図書、
1981、 pp.80‐7
1986、 pp.33‐4
1997、 p■14
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また、それぞれの説明的文章教材は、これらが混合して存在しているものがあると述ベ
ている。そして、長崎は、読み物的説明体で「描写的」文体を有する教材は、全139教
材中8教材あったことを指摘しているL
描写的な表現には、筆者が対象をどのように見ているか、対象をどのように捉えている
かが表れている。それらを具体的にイメージ化しながら読むことによって、子どもたちは、
筆者のものの見方や考え方に触れ、自らのものの見方や考え方を形成することにつながる:
そこで、イメージ化の力のはたらきを明らかにするにあたり、長崎が選択した8つの教
材の中から「ビニバーの大工事」を分析対象として選択した。この教材は、安全な巣を作
るためのダム作りの順序が擬態語・擬声語・比喩表現等によって描写的に表現してある説
明的文章である。
つまり、横写的な表現に着目し、ダム作りの様子を具体的にイメージ化することによつ
て、書き手の思考過程を追体験することができる。同様に長崎も、この教材は、「A 読
み物的説明体 b説得的とd描写的Jにあたり、説得的な文体と描写的な文体が混合した
文章であると分析している1%
第節  イメージ化に必要な二つのカ
説明的文章教材をイメージ化しながら読むためには、どのような力が必要なのか。この
点を考察するに当たつて、井上尚美、小田迪夫、渋谷孝、倉澤栄吉等の先行研究を基に、
仮説的に「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の力J「創造する力」という三
つの力を設定した。
以下、この二つの力のそれぞれのはたらきと、この三つの力の関係を説明する。
(1)五感を使つて経験を想起するカ
イメージ化するために必要な一つ目の力は、「五感を使つて経験を想起する力」である。
「五感を使つて経験を想起する力」とは、子どもたちが五感を十分にはたらかせて、あ
りありと鮮明なイメ‐ジを思い浮かばせながら読みとることである。
この際の五感とは、実物を見た、食べた、聴いた、触れた、嗅いだという読み手の経験
である。イメージというと視覚的な映像を頭の中に思い浮かべることが中心であると考え
られるが、稿者は視覚だけでなく、五感全てを使うものと捉える。この点に関して、井上
尚美は次のように指摘している●t
また、言語学者大久保忠利氏は、ニコマーコマのイメージについて、教師はよく「こ: の様子を頭の中のテレビに映してみましょう。」という言い方をするが、それはいけ
ないと言つています。っまり、テレビでは視覚 0聴覚しか働かせず、しかも人工的な
98に同じ、p.123
108に同じ、p.■8
H 井上尚美『思考力育成への方略一メタ認知・自己学習・言語論理―』明治図書、2007、
p.26
?
?
像にしかならない、だからテレビではなく実際のリアルな生の場面を頭の中に描くよ
うに指導すべきだというのです。人間には五つの感覚がある(視・聴・味・臭・触覚)
のですから、それらをフルに働かせてありありと鮮明なイメージを思い浮かべるよう
にさせることが重要なのです。
井上も、視覚や聴覚だけでなく五感をはたらかせてイメージすることが重要だと主張し
ている。説明的文章の内容を五感を使つてありありと頭の中に思い浮かべることによって、
筆者がどのようにしてそのような言葉や表現を使らたのかに触れることができ、筆者の主
張をより深く理解することができる。
「五感を使つて経験を想起する力」がはたらく段階とは、叙述を読んで五感による過去
の経験を頭の中に思い描くことである。
例えば、説明的文章教材「ビーバーの大工事」であれば、「ちかよってみますと、上あ
ごのはを木のみきにあててきさえにし、下あごのするどいはで、ぐいぐいとかじっている
のです。するどくて大きいはは、まるで大工さんのつかうのみのようです。」などの描写
的な表現から、ビーバーが木を嘱つている様子を、本当にその場にいるように頭の中にあ
りありとイメージすることである。
(2)類推・想像のカ
イメージ化するために必要な二つ目の力は、類推・想像の力である。
類推・想像の力とは、読み手が自分の経験 (知っていること)を手がかりとして書かれ
ていることを「こうではないか。」と想像することである。
渋谷孝は、類推・想像について次のように述べている11
文章を読んで分かるということは文章中のものごとと実生活上のものごととを対応さ
せて確認することではない。科学読み物を読みとつて分かるということは、学習者が
既有の体験的知識や考え方を基盤として(文章中のことばに対応する事実と現象につ
いて知っているものがあるということ)未知のことを類推でき、想像できるというこ
とである。      1
渋谷も指摘しているように、文章を読んで理解するためには、読み手が経験したことと
文章中の表現内容と似たような点があると予想される物事を取り出して、それらを組み合
わせて頭の中に新たな物事を思い描くことが必要だということである。つまり、読み手が、
自分の経験を基に知らないことを「こうではないか。」:と考えることが必要だということ
である。
読み手が自分の経験を基に教科書に書かれている未知のことを類推するということは、
筆者のものの見方・考え方に触れ、それを自分なりに解釈して教材に書かれている内容を
提え直し、自分なりのものの見方や考え方を形成することができる。
12 渋谷孝『説明的文章の教材本質論』明治図書、1984、p.128
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また、小田迪夫は、読み手の経験と文章内容をつなげることについて、以下のように述
べている "。 (文字の大小は原文のまま)
(前略)即ち文章が一つの刺戦になつて自分の過古の経験を喚起し、その経験によつて、文章からうけた刺載
を類化し意味づけることが「読む」作用になるのである。(坂本豊著『読方力の建設の教育』昭和6年4月刊 。人
文書房・53-54ペーカ
現代の読解力は、この経験とことばの間に媒介する類化・意味づけ作用の射程を大
きくしていく方向に求められなければならない。
小田は、文章の内容と読み手の経験とを結び付ける力が類化 0意味づけの作用であると
述べている。つまり、読み手が未知の内容を理解しようとする時、読み手はこれまでの経
験によつて未知の内容に意味を持たせたりtこれまでの経験と同化させたりするというこ
とである。そして、自分の経験と未知の内容とをつなげて想像することによって、内容に
ついてより深い理解につながるのである。
「類推・想像の力」がはたらく段階とは、書かれている内容について、自分の具体的な
経験を基にして、推し量ることである。
例えば、説明的文章教材「ビー バーの大工事」の中に、ビーバーがダム作りをするため
に倒した木を川の方べ持つて行く様子を「(りIIの方に)ひきずつていきます。」と表現し
ている箇所がある。ここで、「類推・想像の力」をはたらかせるというのは、「ひきずる」
という言葉から、重いものを持つたという読み手の経験を基礎に、ビーバーが「木をひき
ずる」様子を推し量ることである。
(3)創造するカ
イメージ化するために必要な二つ目の力は、創造する力である。
創造する力は、読み手の過去の経験を頭に思い浮かべるだけでなく、これまでイメージ
したことのない、未知のイメニジを作り出すことである。
イメージの変容について倉澤栄吉は、次のように指摘しているlt
(前略)イメージを置き換えたり、変容したりして、頭の中でわれわれは考えていく。
そういうことが新しい読みです。そういうふうにわれわれは頭の中に作り上げたとこ
ろのイメージをどう変容し、どうふくらませるか、どういうふうに自分のためにうま
く役立てていくかということが、読書ということの究極の問題ですね。
上記の記述から、倉澤も読み手の過去の経験によるイメージを変容させ、新しいイメー
ジをつくり上げていくことが情報を読む上で重要だと主張している。
読み手が「五感を使って経験を想起する力」「類推・想像の力」をはたらかせながらt
13 小田迪夫「読解力と経験・知識」『国語科教育学研究』明治図書、第7集、1981、p.57
14 倉澤栄吉『国語教育講義』新光閣書店、1974、p.95
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既有知識を基に書かれている内容を読み、筆者のものの見方・考え方に触れることによっ
て、自分とは違うものの見方・考え方をする他者と出合うことになる。その出合いによつ
て、読み手が持つ既有のイメージを変容させることが、読み手が自分なりのものの見方・
考え方を形成することにつながる。そして、'自立した読み手を育てることになる。
「創造する力」がはたらく段階とは、叙述内容について「五感を使つて経験を想起Jし
たり、「類推・想像の力」をはたらかせたりして、読み手の頭の中に過去の経験を思い浮
かべながら読むことによつて、筆者のものの見方・考え方に触れ、文章表面には現れてい
ないような自分なりの解釈をすることである。
説明的文章教材「ビーバーの大工事」には、「(ビー バーが)木をしつかりとくわえた
まま、上手におよいでいきます。」という叙述がある。「創造する力」がはたらくとは、
ビーバーが泳いでいる様子を、読み手が過去経験によつて、頭の中に思い浮かべるだけで
なく、もし人間だつたら溺れてしまうくらい大変なことをしているということを、実感的
に捉えることである。
(4)イメージ化に必要な二つの力の目係
図1は、イメージ化に必要な二つの力の関係を表している。この図は、一単元の学習を
想定している。    .
読み手がイメージ化するために、イメージを喚起する言葉に着目し、「五感を使つて経
験を想起する力」や「類推・想像の力」をはたらかせてイメージ化する。その場合は、「五
感を使つて経験を想起する力Jや「類推・想像の力」が単独ではたらく場合もあるし、相
互に関わり合つてはたらく場合もある。そして、賄J造する力」をはたらかせて、さらに、
深い理解につなげていく。
次に、「ビ‐バーの大工事」の学習における一例を示す。
近よつてみますと、上あごの歯を木のみきに当ててささえにし、下あごのするどい
歯で、ぐいぐいとかじっているのです。するどくて大きい歯は、まるで大工さんの
つかうのみのようです。
ドシーン、 ドシーン。
あちらでもこちらでも、ポプラややなぎの木がつぎつぎにたおされていきますd
ここでの「五感を使つて経験を想起する力Jとは、教科書のビーバーの挿絵、「のみ」
の写真または「のみ」の実物を見たりすることや、子どもたちが見たことのある木を想起
することである。
「類推 ,想像の力」とは、子どもたちが見たことのないビーバーの歯を「のみ」の写真
と結びつけ、鋭くて大きい歯をイメージ化することである。
賄り造する力」とは、小さな体のビ‐バーが小さな歯でとても大きな木を倒す、という
教科書には表れていない大変さや驚異的な力を実感するということである。
図1で、矢印⑥は、「五感を使つて経験を想起する力」や「類推・想像の力」を使つて
イメージ化していることを表している。そして、「五感を使つて経験を想起する力」や「類
推 0想像の力」が、それぞれ単独ではたらく場合もあれば、「五感を使つて経験を想起す
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ぅ力」と「類推・想像の力」が、相互に関わり合いながらはたらく場合もある。
矢印⑥は、「五感を使つて経験を想起する力」や「類推・想像の力」をはたらかせてイ
メージ化したことが、晴J造する力Jへ変化していることを表している。
日1 イメー ジ化に必要な二つの力の目係
(5)授業実践記録に見られるイメージ化に必要な二つの力の目係
イメージ化に必要な「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の力」晴J造する
力」の二つの力が、他にはどのような場面ではたらいているのか、上記の「図1 イメー
ジ化に必要な二つの力の関係」と対応させながら、説明的文章教材「ビー バーの大工事」
の授業実践記録 15を基に考察する。 1
1)〔第二次第二時〕
ビーパーが木を『運ぶ」様子から『大工事Jだと分かる暉述を子どもたちに発表させ
ている学習場面
。「みじかくかみ切り」9ところで、まふ揮部護襲軟像はたと思つた。
15 吉りII芳貝J『小学校説H/1的文章の学習指導過程をつくる一楽しく、力のつく学習活動の
五感を使つて
経験を想起
するカ
』↓I
類推 0想像のカ
創造するカ
開発―』明治図書、2002、pp.58‐71
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・「引きずぅ」っていうことが、裏熾れaえ
=議
は製賎か
0人間には切 り倒した木をさらに短くすることはね、
ムれ乙けど、ビー バー やったら、歯で切つたりする時に大変やから大工事やと思う。
(波線引用者、以下同じ)
「みじかくかみ切り」「引きずるJといった表現に着目していることや、「手で折ろう
としても折れない木がある」「もし、人間がやつてみれば、そのままおばれてしまう」と
いつた感想から、子どもたちは、「五感を使つて経験を想起する力」をはたらかせ、自分
の経験したことを基に「大工事」を提えている。
これは、「五感を使つて経験を想起する力Jと「類推・想像の力」が相互に関係しあつ
てイメージ化することができている。したがって、これは、図1のOにあたる6
2)〔第二次第二時〕ビ‐バーの水にもぐる時口について話し合う学習場面
C 「長いときには十五分間もJつていうところで、いつぱいもぐるんだなつて。
T ねえ。みんなはどれぐらいもぐれるんだったかなあ。
Cヨ 裁 鐘 爆C俺襲土我 !
C覇 泌
T すごいよ。十五分つていつたらねえ(               ゃろ?十
五分つて言つたらねえ。これは長いよ。(後略)
ここでは、十五分間という時間を子どもたちの水に潜つた経験と照らし合わせて考えさ
せたり、子どもたちが知つているドラえもんの番組を想起させたりすることにより「類推
・想像の力」をはたらかせ、ビーバーが水に潜つている時間について具体的なイメー ジを
子どもたちが頭の中に思い浮かべることができている。
これは、「類推・想像の力」が、晴J造する力」の方にはたらいているので、図1のO
にあたる。
3)〔第二次第二時〕ビ…バ…が水中で木を運ぶ様子について話し合う学習場面
「しつかりとくわえたまま」っていうのは意味が違うと思う。あのしっかりく
わえたのを、なんでくわえたかというと、人間とか泳ぐ動物とかも手とか使わ
ないと絶対におばれてしまうし、手を使つたらおばれないから。手で持つたら
ビーバーは泳げなくなる。沈んでしまう。     i
それはビーバーが上手なんやな。くわえてるのに泳げるもんなあ。人間やつた
ら、がぼがぼって、こうなるかもしれへんもんねえ。
「ぐいぐい体をおしすすめます」っていうところで、ぐいぐいと何かをはこ
んでる。
ああ、いいとこ見つけたなあ。「ぐいぐいと体をおしすすめる」つていうのは
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どうやつていくんやろ?どんな感じ?(子どもたちは、椅子に座ったまま体を
動かす。)
T  ねえ、なんかすごい進んでいる感じよねえ。
C6
T  ああ、これはおもしろいこと言つたぞ。重い木をぐいぐいと進めて行くつてい
うんだから、これはすごいっていうわけだな。
C7 ャ駄簿賦が減cょぜたと丈象2ぶヽ ご簿賦応銀c費懇興取氏a曳ゆ郎駄～淡惑澳ほよ」員なスふぇ鮫難頭兄
教師が「ぐいぐい」という擬態語に着目させ、動作化させたことにより、子どもは、ビ
ーバーが重い木を歯でくわえながらt自分の経験を基に『類推・想像の力」をはたらかせ
てイメージ化している (C6)。そして、C7の「木も押し進めて、体も押し進めるから、
すつごく重い。」という発言から、これまでよりも、より鮮明にビーバーが力強く泳いで
いる様子がありありと頭の中にイメージ化されている。
ここでは、「ぐいぐい」という表現を「類推・想像の力」をはたらかせて、自分の経験
から「こうではないか。」と想像したことによつて、さらに「創造する力」がはたらき、
より具体化されたことがわかる。
これは、「類推・想像の力」が「創造する力」の方今はたらいているので、図1のOに
あたる。
4)【第二次第二時】ビーバーのダム作りの順序について話し合う場面
T ビーバーさんは水のところへ泳いで運んできて、それからまず何するの?
C もぐつていく。
T うん。まず、もぐるんやねえ。まず、もぐつて…。
C 木を差し込む。
……。(中略)。"¨
C 石で重しをする。
T 石?石で重しをする。な衣遁裏&ムまれの?
C 流れないように !
Cぬ暉 箋 劇 黎 ぬ 選 範 ぬ 餞 あ 減 褻 =徴二 嵐C それやつたら立派なダムが出来ないから。
C流れる !
T びや―つと流れちゃったらいかんから、石で重しするのか。なあるほど。
Cこ画 饉 盤 ユ
T 石は流れないもんなあ。石で重しをして、それからどうすんの?その後。
C どろをぬる。
T
C うん。どろで、もし石が転がるとしたら泥で固めたらいい。
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T 泥……・お、書いてあるな。ちょつと読んでみよう。さん、はい。
C (一斉に)「どろでしつかりかためていきます。」
T おお、次に泥でかためていくわけやなあ。
C 石を閉じ込めるつてわけやね。
「なんで重しをするの?」「石だけあつたらいい。」等、なぜ、ビーバーが石や泥を使
うのかという理由を教師が子どもたちに投げかけることにより、ダム作りの順序やその順
序でなければならない論理を「C小枝やつたらなあ、ふわあふわあふわあつて……・。」「C
石は流れない !」 に見られるような『五感を使つて経験を想起する力Jや「類推 0想像
の力」をはたらかせて子どもたちの経験を基に、具体的にイメージ化することによって理
解している。
そして、書かれている内容を子どもたちの経験を基に、「五感を使つて経験を想起する
力」「類推・想像の力」をはたらかせ、具体的にイメァジ化しながら読むことにより、次
のような児童の発言に見られるような「創造する力Jのはたらきによるイメージ化がなさ
れている。
・「小えだをつみ上げていき、上から石でおもしをして、どろでしつかりとかためていき
ます」つていうところで、枝を積み上げていく時、何かすぐ、褒ょaれQ聴間でヽぬ徳
・「流れないようにします」のところで、あの、
襲
・切_り倒_した_ら葉っ_ばがついて差し込みにくいから、大工事。
上記の児童の発言からも、書かれていることを具体的に捉え、ダム作りの手順やその順
番でなければならない必然性をしつかりとイメージ化している。そして、このような読み
とりは、次のような児童の感想に繋がつている。(ゴシックは原文のまま)
「なぜ、大工事としたか、わかったよ。泥でしつかり固めるんだから、ちゃんとすご
く固くしないとだめだから、大工事だと思いました。小枝を積み上げていくから、た
くさん小枝を積み上げていくんだなと思いました。石を運ぶだけでも大変だし、石も
たくさんいるから、大工事だと思いました。家族のビー バーたちも運んできた本を次
々に並べて、石と泥でしつかり固めていきます。だから、みんなで一生懸命がんばっ
ているんだなと思いました。(後略)(Nes男)」
この児童の感想からt叙述に書かれていることを理解するだけでなく、ビーバーにとっ
て、どれほどダム作りや巣作りが大変か、そして、ビーバーが知恵をはたらかせながら一
生懸命生きてぃる姿を想像していることがわかる。つまり、児童は、叙述に書かれている
以上のことを「創造する力」をはたらかせながらイメージ化したのである。
そして、このように子どもたちの経験を基にしたイメージ化の力をはたらかせながら、
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具体的にイメージ化させることで筆者のものの見方・考え方に触れ、子どもたちなりのも
のの見方・考え方が形成されている。
これは、「類推 ■想像の力」が「創造する力」の方へはたらいているので、図1のOに
あたる。
(6)第1章のまとめ
説明的文章教材の学習におけるイメージ化のはたらきについて、先行研究を基に検討し
た結果、イメージ化のはたらきと重要性が明らかとなつた。
また、説明的文章教材の学習において、イメージ化しながら読むためには、具体的な授
業場面から「五感を使つて経験を想起する力」「類推 0想像の力」賄J造する力」の二つ
の力が必要であることが認められた。
そして、「五感を使つて経験を想起する力」と「類推・想像の力」は、相互に関係し合
つて、イメージ化することができるというはたらきが見られた。また、「類推・想像の力」
の力をはたらかせてイメージ化したことを基に、晴J造する力」をはたらかせて、内容を
子どもたちなりに捉えることができている。
さらに、「五感を使つて経験を想起する力」と「類推・想像の力」のイメージ化のはた
らきを使つて、部分部分の読みの場面でイメージ化していくことによつて、子どもたちは、
「創造する力」をはたらかせることが可能となり、子どもたちなりのものの見方や考え方
を形成することが可能となることが認められた。
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第2章 イメージ化の観点から見た説明的文章教材の分類
第1章では、先行研究をもとに、説明的文章教材の学習におけるイメージ化の位置づけ
と必要性を明らかにし、「イメージ化に必要な二つの力」を位置づけた。
第2章では、文章構造の観点から見た説明的文章教材に見られる描写表現のはたらきに
ついて考察を試みる。
第1節 説明的文章教材における描写表現
説明的文章教材には、様々な文体が存在する。この点について小田迪夫は、以下のよう
に述べているt
(前略)説明文は抽象的表現を本位とするが、説き明かす相手によつては抽象表現の
みによらず、わからせる手段として描写体、物語体、対話体などの表現形態を利用す
ることになる。その結果、さまざまな読物的説明体の文章作品が存在することになる
のである。
上の記述から、説明的文章教材には、読み手に筆者の主張を理解させるために様々な文
体が存在することが分かる。そこで、本研究では、それぞれの説明的文章教材の中に表れ
ている描写表現に着目する。
物事を説明するための抽象的な表現が多く見られるような説明的文章教材だけでなく、
文学作品に見られるような描写表現等が多く見られるような説明的文章教材があるからで
ある。
描写表現に着日し、イメージ化しながら読むことにより説明的文章教材内の論理をより
実感を持つて理解することができるのである。
では、描写表現とは何か。大内善一は、以下のように述べている亀
『描写Jの表現とは、人物の姿・行動・心の動きや事物・情景などの対象をさながら
読者の目に見えるように、耳に聞こえるように、或いは、人物の内面に入り込めるよ
うに、客観的に叙述する方法のことである。
上の記述から、描写表現は、イメージ化する際に重要になつてくるものであると言える。
大内は、描写表現を『色彩語・擬声語・擬態語、(情動の)副詞、比喩 (直喩・隠喩)0
擬人法・類比」と述べている3.
また、井上尚美は、日中榮一氏 (新潟大学)の叙述を引用し、小学校教育においては、
擬声法、擬態法、比喩法 (直喩・隠喩)、 擬人法がもつともポピュラーなものであると主
1 小田迪夫『説明的文章教材の授業改革論』明治図書、1986、pp.33-34
2 大内善一『国語科教材分析の観点と方法』明治図書、1990、p.48
3 2に同じ
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張しているt大内や井上の主張する描写表現とは、物事の様子や状態を潤色する表現で
あると言える。しかし、大内や井上両氏の主張は、主に文学作品における描写表現のこと
である。
では、説明的文章教材における描写表現とは何か。そして、説明的文章教材においてど
のような描写表現に着目すると、書かれていることをイメージを思い浮かべながら理解す
ることができるのだろうか。
稿者は、星野、丸山が示す「色彩語・擬声語・擬態語・情動の副詞 0比喩 (直喩・隠喩)
・擬人法 0類比」の他にも物事の性質や状態を表す言葉を加える必要がある。それは、形
容詞・形容動詞・副詞である。
形容詞や形容動詞は、物事の性質・状態を表す言葉であるt副詞は、うごき・状態の
ようす、うごき。状態・性質などの量・程度、さらに、時間的な量・程度などをあらわす
言葉であるt
描写表現 (「色彩語・擬声語・擬態語 0情動の副詞・比喩 〔直喩 0隠喩〕・擬人法・類
比」)や物事の様子や状態を表す言葉 (形容詞・形容動詞・副詞)に着日しながら読むこ
とによって、読み手は、書かれていることをイメージをふくらませながら読んで理解する
ことができる。
そして、読者なりの解釈をしたり、読みの世界を創り上げたりしていくことできる。換
言すれば、読者なりのものの見方・考え方を形成していくことができるのである。
第節  説明的文章教材の描写表現に着日したイメ…ジ化のはたらき
小学校国語科教科書における説明的文章教材にはでそれぞれどのような描写表現がある
のだろうか。ここでは、説明的文章教材における描写表現を、井上と大内の主張する「色
彩語 `擬声語・擬態語・情動の副詞・比喩 (直喩・隠喩)・擬人法・類比Jと、これら以
外の「形容詞・形容動詞・副詞」と捉えた。
説明的文章教材における描写表現のはたらさを提えるために、平成 23年度版国語科教
科書 (東京書籍)の説明的文章教材を対象とし、「はじめ一中一おわり」という文章構造
の三つの部分のどこに、どのような描写表現が存在し、どのような特徴的なはたらきをす
るのかを基に分類した結果、表1の四つの型となつた。
(1)文章構造ごとに分類した説明的文章教材に見られる描写表現
表1は、説明的文章教材の「はじめ一中二おわり」という意味のまとまりごとに、それ
ぞれの教材の筆者の主張を提える手がかりとなる描写表現を整理したものである。
「はじめJ、「中」、「おわり」という段落群は、筆者の説明や主張の展開、つまり論理
展開の筋道でもある。したがつて、筆者の主張を提えるためには、それぞれの段落群の関
係を提える必要があるLそのために、筆者の論理展開を表す表現に着目する必要がある。
4 井上尚美『レトリックを作文指導に活かす』明治図書、1993、P,46
5 星野和子・丸山直子編『日本語の表現』圭文社、1993、p.78  1
6 鈴木康之『日本語文法の基礎』三省堂、1987、p.108
7 森田信義『説明的文章教育の目標と内容‐何を、なぜ教えるのか―』漢水社、1998、p.101
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表1 文章構造ごとに分類した説明的文章教材に見られる描写表現
注1)(形)は形容詞、(形動)は形容動詞、幅1)は副詞、(名)は名詞を表している。
注2)「中一おわり型」の「※はじめなし」はt教材に「はじゆJがないことを表している。
注3)下線は、描写表現に付けている。
注4)「※描写表現なし』は、描写表現がないことを表している。
晨目0菫 婦 名 はじめ 中 おわり
?
?
?
―
?
「どうやつてみをま
もるのかな」
(1■)
いろいろなやりか
た く形動)
ながくて く影)かたいとlf(形)。かたいこう
らく形)。しつとしています (副)。くさいし
る く形)
『歯がぬけたらどう
する0」 (1下)
いろいろな国の子
どもたち く移動)
ふるい歯 (形)・あたらしい歯 (移)。全藝由
く形)
r人をつつむ移―世
界の軍めぐり」
(3下)
上K豊生写真に
く影動)
L2墾ユ上諷をはる車 〈回),雪が二L(影)
・Lお全二塁水 く影)
?
?
?
?
?
rたんぼぽ」 0上) ※『はじめJなし じょうぶな=(移動)・新しいはを く形)・おおいものも (形)。すくないものも (形)・■
``《
影)・たかく (静)・かるくて く移)。
ふわふわした く影)
いろいろなところに生え
(移動)
「ビー バーの大エ
事」 (2下)
※『はじめ』なし たちまち (田)・ドシー ンと く副)。ぐいぐい
と く口)。しつかりとくわえたまま (副)。ど
ろでしつかりかためて (口)
あんせんなす (静助)
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「いるいろな鞄
(lT)
ー
(1妥,1lb)
上i豊40人を く移動)。上
`豊
■0人とじど
う車を く影助) …
ねが
く静助)
『虫は道具をもつて
いるJ C2下)
立登二」大あご
く影)
つよくて く影)・かたい前足で く形)。するど
壼前足 (移)。二壼口 《影)・じゆうに (影
動)
主主壺
=豊
燿所に分かれ
てすんできました。
く静助)
『 自然のかくし織』
(3上)
ふと (口)見うし
なう
あぎやかな く移動)・量色のもの く移)。かつ
二oもの く形)。E20(影)・■色く〈形)
。するどい日 (形)
ずいぶん役だつて
く■)
「勁中の体と気慟
“
上) …
侑た
ち く影勁)
塞壼地方 〈形)・まるくて く影)・■豊塾耳
く影)。去豊ム耳 く形)・体格が大きい く形)
・体格が小さい く影)・りつぱ く影勁)
最富のけつさく
く形動)
「森林のおくりも
の」 6下)
綸ぃっぱぃ く日)
利用して『木のく
らしJを集しヽてき
ました。
生2立К室スキやヒノキの林は (移動)・塁
`て く形)じようぶ く移動)。少しずつ て影)o
ゆっくりと く日)・しつかりと (副)
…
産
〈形)
「イースター島にな
ぜ森林はない0か」
(6上)
…られない く翻)
きまざまな目的 〈移動)。ひそかに (移動)
目国主食りょう不足 《移動)
去惨なくらし く影勁)
r未来に生かす自然
のエネルギ‐」
(6下)
畦麹薗墜 社
会J(移動)
きまざまなところ 〈移動)。二酸化炭素の議産
が憲くなった く移)。そう遠くない将来 〈影)
。環境にやさしい く形)
『盤盤ユ盤左社会」の実
現(形動)・自然の豊墾
盆凛み (移動)
「?
?
?
「もうどう犬0ロ
繊J(3下)
かしこく 《紛
活発で く形勁)
なかよく (口)
つらい く形)・がまん強く (形)・ふきわしい
0(形)
※描写表現なし
?
?
?
rヤドカリとインギ
ンチヤク」 (4上)
重 〈影)そう 気持ちよきそうに く影)・墜う堕登空場所に移
動
"動
)
※描写表現なし
?
?
?
?
「くらしの中の和と
洋」 (4下)
伝鐘艶左日本の文
化 く移動)
。いるいろなしせい (影動)・豊■
―(口)。盤しければ く影)。いろいろな種類
(形動)。いろいろな目的 〈影鋤)
※鶴写表現なし
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加えて、描写表現も重要である。描写表現とは、一語一語にイメージ化の力をはたらか
せることができるため、筆者の意図を読みとることができる。つまり、文章構造と描写表
現との関わりを見ることは重要なのである。
特に、「はじめ―中一おわり」のうち、「中Jには、描写表現が多いことから、描写表
現に着目することで筆者の主張や論理を読みとることができる要素が多く含まれていると
想定することができる
`論理的認識の構造を提えるために、何故、描写表現に着目させる必要があるかというと、
「はじめ」「中」「おわり」の意味のまとまりの関係を、筆者の説明の仕方、筆者の発想
の個性と捉えたからである。つまり、筆者の個性が表れているものということである。
したがって、筆者の発想の個性が表れている描写表現に着目することで、筆者の論理的
認識の構造を提えることができる。
森田は、このような段落の関係を、筆者の発想の個性と見る立場は、筆者の主張に対し
て、読者として反応するために、重要な意味を持つと指摘しているヽ
さらに、説明的文章教材を学習することの価値は、筆者の論理展開や論理的認識を提え
ることと同時に、教材の内容に触れ、子どもたちが、対象へのものの見方や考え方を見つ
め直したり捉え直したりして、認識を広げることにある:この点について、河野順子も同
様に指摘しているtしたがつて、筆者の主張が表れている描写表現に着日し、子どもた
ちの既有知識を基にイメージ化することで、筆者の主張を捉え直すことになり、子どもた
ちが認識を広げることが可能になる。
表1は、展開の型によつて、説明的文章教材を大きく四つに分けた。つまり、『はじめ
―中』型、『 中一おわり』型、『はじめ一中一おわり:各部分に描写表現』型、『はじめ―
中一おわり:「おわり」に描写表現なし』型である。
次に、表1の四つの型の特徴について説明する。
『はじめ―中』型
この型は、「おわり」がない説明的文章教材である。
「はじめ」には、題名と関わりのある多義的な描写表現が多いという特徴が見られる:
また、「中」は、題名と事例との関係を捉えることが可能な描写表現が認められる。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、多義的な描写表現に着
目することで、様々な子どもの経験や知識を想起することができる。そして、その既有知
識を基に、本論のそれぞれの事例を表す描写表現に着目しながら読み取つていくことで、
筆者が示した事例に対して、子どもたちなりの考えを持つて読むこととなり、この説明的
文章の事例の続きを創作することができる。
『中―おわり』型
この型は、「はじめ」がない説明的文章教材である。
87に同じ、p.106
9 河野順子『入門期の説明的文章の授業改革』明治図書、2008、p.22
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「中」には、説明の対象となつている「ものごと」と、題名との関係を捉えることがで
きる描写表現が認められる。そして、「おわりJには、これまでの部分と部分との読みと
を関係づけることが可能な描写表現がある。
「イメージ化に必要な二つの力Jのはたらきの観点から見ると、この説明的文章には、
「はじめ」がないことから、この説明的文章の描写表現に着日し、イメージ化の力を発揮
させながら、内容をしつかりと読み取ることに重点を置くことによつて、筆者の主張を提
えることができる。
『はじめ―中―おわり:各部分に描写表現』型
この型は、「はじめ」「中」「おわり」がそろつており、各部分に描写表現がある説明的
文章である。
「はじめJには、全体の構造を探る手がかりとなる描写表現が見られる。また、「中」
は、説明の対象となつている「ものごと」と、題名との関係を提えることができる描写表
現が認められる。そして、「おわり」には、これまでの部分と部分との読みとを関係づけ
ることが可能な描写表現がある。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、「はじめ」の意味のま
とまりにある全体の構造を探る手がかりとなる描写表現に着目し、イメ‐ジ化することで、
子どもたちは、説明の対象となつている「ものごと」に対して、自分なりの考えを持つこ
とが可能である。
そして、「中」の意味のまとまりの読みでは、自分なりの考えを持ちながら、筆者の主
張を吟味することができる。
さらに、「おわり」の意味のまとまりでは、これまで自分の考えを持ち、筆者の主張を
吟味しながら読んだことを基に、筆者の主張に対しての自分の意見を持つことができる。
『はじめ―中一おわり:『おわり」に描写表現なし』型
この型は、「はじめ」「中」「おわり」がそろつているが、「おわりJにはt題名と直接
関係のある描写表現がないという特徴がある。
「はじめ」には、全体の構造を探る手がかりとなる描写表現が見られる。また、「中」
の意味のまとまりは、説明の対象となつている「ものごと」と、題名との関係を提えるこ
とができる描写表現が認められる。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、「おわり」には、題名
と直接関係のある描写表現がないことから、次のようなはたらきを想定することができる。
まず、「はじめ」を読む段階で、説明の対象となつている題名と、「ものごと」の関係
を提えることが可能な描写表現に着日して、イメージ化の力をはたらかせる。
そうすることで、子どもたちは、自分なりの考えを持つて説明の対象となつている題名
と、「ものごと」の関係を読みとることが可能である。
そして、「中Jの読みでは、自分なりの考えを持ちながら、筆者の主張を吟味すること
ができる。この型の教材は、「はじめ」と「中」とを読む段階で、イメージ化の力をはた
らかせながら説明の対象となつている題名と、「ものごと」の関係を提えることが、筆者
の主張を捉えることにつながる。
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(2)説明的文章教材の描写表現に着目したイメ…ジ化のはたらきの検討
次に、四つの型それぞれに見られる描写表現のはたらきについて、実例を基に述べる。:
また、それぞれの型の教材において、どのような描写表現に着目させ、第1章で考察した
「イメージ化に必要な二つの力」の「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の力」
「創造する力」を、どのように使つてイメージ化させるのか、具体的に論じる。
1)『はじめ一中』型
この型は、「どうやつてみをまもるのかな」(1上)、「歯がぬけたらどうするの」(1下)、
「人をつつむ家一世界の家めぐり」(3下)の二つの教材が該当した。
この型の教材は、以下のような種類がある。
①題名と関わりのある多義的な描写表現があること
②題名と事例との関係を提えることが可能な描写表現が認められること
③事例の続きを創作する可能性が認められること
次に、低学年と中学年の実例を基に、上記の特徴を述べることとする。
①題名と目わりのある多義的な描写表現 T『はじめJ―
この型の教材は、「はじめ」の意味のまとまりに、「いゑいうな」「&丸姦た2」 (波線
は描写表現にあたる箇所に引いている、以下同じ。)等のような、子どもたちの様々な既
有知識を喚起することが可能な多義的な描写表現が認められる。
「どうやつてみをまもるのかな」では、「はじめ」にある「いろいうおやりかたで」が
多義的な描写表現に該当する。
題名「どうやつてみをまもるのかな」は、本文が、「色々な動物が、
ム£、身を守つているのだろうか。」という観点を持つものにならていることを示してい
る。つまり、動物の身の守り方を問うものと捉えることができる。そして、「中Jは、3
種類の動物の具体的な身の守り方の事例になつている。
したがって、「いぅいうとやりかたで」は、動物の身の守り方について子どもたちに日
を向けさせることが可能な、題名と深くつながりのある描写表現であることが認められる。
同様に森田も、「いろいろな」という表現にっいて、様々な知識を想起することが可能な
表現と述べ、この表現を取り扱うことによって、一人の説明者としての筆者の存在を浮き
ばりにし、教材を吟味し、評価することにつながると叙述しているt
『イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、「いゑいうおやりかた
で」という多義的な描写表現に着日し、「類推・想像の力」をはたらかせることで、子ど
もたちが、これまでに見たり、本を読んだりして知つたりした様々な動物の身の守り方を
想起することができる。具体的には、ライオンの鋭い牙やうさぎの長い耳などを想起する
ことである。
そうすることで、一人ひとりの子どもたちが、これまでに見たり自分の知ったりしてい
る動物たちの身の守り方のイメージをしつかり持つとぃうことになり、「中」の段落で、
それぞれの事例を読んでいくときに、筆者と対峙しながら読むことが可能になる。
例えば、「ぼくは、ウサギの長い耳は、敵が近づいてきたら音を聞き分けてヽ逃げるこ
10 森田信義『「評価読み」による説明的文章の教育』漢水社(2013、p.60
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とができることを知っている。では、筆者は、どんな動物をとりあげているのだろう。そ
して、どんな風に身を守る方法を説明しているのだろうか。」等である。
このように、子どもたちが、内発的・主体的に読むことにようて、読み手としての自分
の考えを持ちながら読むことができる。
井上尚美は、子どもたちが自分の生活体験や既有知識を使って、主体的・内発的に読む
ことにより、問題意識を持つこととが可能となり、それが論理的思考の基盤となると主張
しているn。 っまり、子どもたちは、既有知識を基に、教材の内容を提えることによって、
論理的思考力を育むことができるのである。
同様に、「人をつつむ形丁世界の家めぐり」では、「はじめ」の意味のまとまりにある「(前ふうけい
略)世界じゅうたずねて、人がいて家があるという風景を、ムム蕊&写真にとつてきまし
た。」が、多義的な描写表現に該当する。題名「人をつつむ形―世界の家めぐり」は、本文
が「世界中にある色々な家は、様々な形で人を包んでいる。」という観点を持つものとな
つていることを示している。つまり、世界中にある様々なつくりの家を紹介するものとな
つていることが認められる。
そして、「中」は、五つの国の特徴的な家のつくりを紹介する事例となつている。した
がって、「ム氏これ写真にとつてきました
`」
という描写表現は、筆者が、子どもたちに、
どんな国の、どんなつくりの家の写真を撮り、どのように紹介しているのかということに
目を向けさせることができる、題名と深いつながりのある描写表現と認めることができる。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、噛 写真にとつ
てきました:」 という多義的な描写表現に着目することで、「類推・想像の力Jをはたら
かせることが可能となり、これまでにテレビで見たり本を読んだりして知つた、世界各国
の色々な家を想起することができる。
そうすることで、子どもたちの興味・関心を喚起すると共に、自分の知つている家のイ
メージをしつかり持つということが可能となる。そして、「中」の段落で、それぞれの事
例を読んでいくときに、子どもたちが、読者としての考えを持って、事例を提えることが
できる。       ″
例えば、F私は、自分の家や親戚の家は知っている:筆者は、どんな家をとりあげてい
るのだろう。そして、どんな風に説明しているのだろうか。私の知っている日本の家と、
どんなところが違うんだろう。」等である。
つまり、事例に書いてあることを子どもたち下人ひとりが、読み手としての考えを持ち
ながら読むことができる。これは、題名と関わりのある様々な既有知識を想起することで
可能となる。
②題名と事例との目係を提えることが可能な描写表現 ―『中」―
この型の教材では、「中」に、題名と事例との関係を提えることが可能な描写表現が認
められるどこの描写表現に着日し、「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきを発揮さ
せることで、「中」の内部の論理を提えることができるも言い換えると、題名と事例との
H 井上尚美・大内善一
【小学校編】』漢水社、
。中村敦雄・山室和也『論理的思考力を鍛える国語科授業方略
2012、 p.177
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関係を提えることで、「中」の論理を提えることが可能となる。
「どうやつてみをまもるのかな」では、子どもたちにヤマアラシ、アルマジロ、スカン
クの体のつくりを利用した敵から身を守る方法が表れている描写表現に着目させること
で、「中」の論理を提えることができる。
具体的には、聰韓ゝ≦地痣欺)とげ」「なムいこうら」「氏二ぃしる」というヤマアラシ、
アルマジロ、スカンクの体のつくりを利用した敵から身を守る方法が表れている描写表現
である。これらの表現に着目し、「五感を使つて経験を想起する力」をはたらかせること
で、それぞれの事例をしつかりと読みとることが可能となる。このように、「五感を使っ
て経験を想起する力」をはたらかせることによつて、因果関係がはつきりし、論理的な解
釈のもとに、事例を提え直すことが可能となる。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、ヤマアラシの身の守り
方を提えるために、「ι総ゝ ぶ敗液収)とげJに着目することで、長くて固いものや固いも
の等を触つた経験を想起することが可能となる。
例えば、子どもたちの中には、長い針のようなものをイメー ジ化することもあるだろう。
そうすることで、敵が来たら後ろ向きになつて、とげを立てることで敵から身を守ること
ができるという因果関係を子どもたちなりに、読みとることができる。つまり、「ム盆£
氏盆ふ欺■げ」と敵から身を守る方法の関係を捉えることができるのである。
また、アルマジロの身の守り方を提えるために、「盆&ぃこうら」に着目することで、
固いものを触らた経験を想起することが可能となる。子どもたちは、石やコンクリー ト等
を触つたりした既有経験を想起するだろう。そうすることで、アルマジロが甲羅だけを見
せるのは、敵が牙で噛んだり、くちばしでつついたりしても、甲羅が固いから敵の歯やく
ちばしが立たないので、敵から身を守ることができるという因果関係を子どもたちなりに
読みとることができる。つまり、「なれじこうら」と敵から身を守る方法の関係を提える
ことができるのである。
そして、スカンクの身の守り方を提えるために、「氏ミじしる」という言葉に着目する
ことで、子どもたちは、これまでに臭いものを嗅いだ経験を想起することが可能となる。
その時に、子どもたちは、「ム嵐燒」から鼻をつまんだり、その場から離れようとしたり
した経験等をイメージ化するだろう。そうすることで、敵が来たら、スカンクが「氏嵐燒
じる」を飛ばすのは、「式嵐じしる」によって、敵が逃げようとすることで、敵から身を
守ることができるという因果関係を子どもたちなりに、読みとることができる。つまり、
「氏嵐燒じる」と敵から身を守る方法の関係を捉えることができるのである。
同様に、「人をつつむ形―世界の家めぐりJでは、それぞれの国 (ボリビア、ルーマニア、
テンゴル、チュニジア、セネガル)の家のっくりの特徴が表れている描写表現に着目する
ことでt子どもたちの既有経験を基に、それぞれの家の形を具体的にイメージ化すること
が可能となる。
この教材では、「しっかり上根をはる草」「冬は雪が多燒」「フエル上」「じめんにたく
さん褒ムがあぃています」「しれかれい水」という、家のつくりの特徴を表す描写表現が
使われている。「〔な取晨し」「じめんにたくさん嬢 があいています。」という表現は、名
詞のため、第2章1節で定義した描写表現とは異なるが、描写表現と同様の機能を持つ表
現であると捉えることができる。これらの表現に着日し、「類推 。想像する力」「五感を
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使つて経験を想起する力」をはたらかせることによつて、それぞれの事例をしっかりと捉
えることができる。|
具体的には、ボリビアの家の材料を表す「&a盆ユと根をはる草」という描写表現に着
目することで、「五感を使つて経験を想起する力Jをはたらかせて、子どもたちの「&a
盆ュと」何かをした経験を想起することができる。
例えば、「しっとュム握手をしたら、ちょっと痛かつた。」「泥を強く握ったら、しうと
2れした泥団子ができた。J等の経験を想起する子どももいるだろう。このような経験を
基にイメージ化することで、根がしつかりと張り、とても固くなつているから、草が根を
がた
張つている土をプロック形に切り出して、積み上げて家を造ることができるという因果関
係を、子どもたちなりに捉えることが可能となる。つまり、家の材料と家のつくりの関係
を読みとることができるのである。
ルーマニアの家は、屋根の傾きが大きいというつくりの特徴がある。このことを理解す
るために、「雪が多ぃ」という描写表現に着目することで、「類推・想像する力」をはた
らかせて、量的に「多い」ものを持つた経験等を想起することができる。
例えば、「荷物を多£持つたら手に痛かつたし、跡がついた。」とか、「段ボールの上に
多£本を置いたら、へこんだ。」等の経験である。このような経験を想起することで、雪
が、たくさん降り積もると屋根が壊れる。だから、雪が積もらないように、屋根の傾きを
大きくしないといけない、という関係を子どもたちなりに読みとることができる。つまり、
家のつくりと気候の関係を提えることが可能となるのである。
モンゴルの家は、:羊の毛で作つた「フェとょJでおおわれているという、つくりの特徴
が認められる。そこで、「五感を使つて経験を想起する力」をはたらかせることで、フェ
ルトに触れた経験等を想起することができる。
子どもたちは、フェルトに厚みがあることや、布に比べて硬さがあること等に気付くだ
ろう。このような経験をイメージ化することで、モンゴルの家であるグルが、羊の毛で作
つた「フェとムJでおおわれているのは、きびしい冬の寒さを防ぐためだ、という因果関
係を子どもたちなりに捉えることが可能となる。つまり、家の材料と家のつくりの関係を
読みとることができるのである。
チュニジアの家のつくりをイメニジ化するために、「じめんにたくさん難 があいてい
ます」という表現に着目することで、「類推・想像の力」をはたらかせて、子どもたちは、
「あな」に関わる経験を想起することができる。
例えば、雪で作らたかまくら等に入つたことがある子どもは、外に比べて温かいという
経験を想起するだろう。また、穴の中に入つたことがある子どもは、外に比べて暗かつた
り、静かだつたりする経験を想起するだろう。このような経験をイメージ化することで、
チュニジアの人々が、地面の下でくらす様子を、子どもたちなりに捉えることができる。
つまり、家の材料と家のつくりの関係を読みとることができるのである。
セネガルには、屋根がじょうごのような形をした家がある。このような家のうくりを読
みとるために、「1製鋼裏コッκJという表現に着目することで、「五感を使って経験を想
起する力」をはたらかせて、子どもたちの「&幾盆れじ」ものを食べた経験等を想起する
こと.ができる。例えば、「しれかれいものばかり食べたら、のどが乾いた。」「↓装盆れじ
ものをたくさん食がたから、水をたくさん飲んだ。」等の経験を想起する子どももいるだ
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ろう。
このような経験を基に、「1表要曖ヨンК」だけでは生きていけないから、セネガルの人
々は、じょうごのような形の屋根を作って雨水を集めているという、家のつくりを子ども
たちなりに捉えることができる。つまり、その土地の風土と家のつくりの関係を読みとる
ことができるのである。
③事例の続きを創作することが可能な描写表現 ―『おわり』―
この型は、「おわり」がない教材である。したがつて「はじめ」で多義的な描写表現に
着目して既有知識を想起しその既有知識を基に、「中」でのそれぞれの事例を表す描写表
現に着目しながら読み取つていくことによつて筆者が示した事例に対して、子どもたちな
りの考えを持つて読むこととなりこの説明的文章の事例の続きを創作することができる。
「どうやつてみをまもるのかな」では、事例をイメージ化しながら読むことによつて(
子どもたちは、3種類の動物の敵から身を守る方法を読みとることができるだけでなく、
それぞれの動物の体のつくりのすばらしさに気付くことができる。
そうすることで、子どもたちが、色々な生き物についての見方や考え方を見つめ直した
り、捉え直したりしながら、さらに見方を広げていくことができる。つまり、子どもたち
が、事例で読みとつたことを基に、「創造する力」をはたらかせ、自分なりの動物の身の
守り方の事例を創作することが可能となるのである。
同様に、「人をつつむ形一世界の家めぐり」では、事例をイメ‐ジ化しながら読むことに
よつて子どもたちは、五つの国の家のつくりの特徴を提えることができるだけなく、色々
な国の人々が、それぞれの土地の気候や風土をうまく活用しながら暮らしているという人
々の工夫や知恵に気付くことができる。
このようなことに気付くことによつて、子どもたちが、世界の国々の人々への見方を見
つめ直したり、捉え直したりすることにつながるのである。そして、子どもたちが読みと
つたことを基に、晴J造する力」をはたらかせ、世界の家を紹介するという新たな事例を
創作することが可能となるのである。
2)『中―おわり』型
この型は、「たんぽぽ」(2上)、「ビーバーの大工事」(2下)の2教材が該当した。
この型の教材には、以下のような種類がある。
①説明の対象となつている「ものごと」と、題名との関係を提えることができる描写表
現
②部分と部分との読みとを関係づけることが可能な描写表現
次に、「ビニバァの大工事J(2下)を基に、上記の特徴を述べることとする。
①説明の対象となつている『ものごとJと題名との目係を提えることができる描写表現
―『中J―
この教材の題名である「ビーバーの大工事」は、本文がビーバーの (安全な巣を作るた
めに)大工事をするという観点を示している。したがつて、次のようなビーバーが大工事
をする様子を表す描写表現に着目することによつて「ビーバ‐の大工事」という題名をつ
けた筆者の意図に追ることができる。
具体的には、すごい速さでビ‐バー が木を嘱つている様子を表す「木の■もとには、ム
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れまれ本のかわや木くずがとびちり」、木の咽り方を表す「下あごのするどいはで、式燒
式燒れかじつて」、本を切り倒す様子を表す「戯ヱニにと」、切り倒した木を運ぶ様子を
表す「成乙成こと」、川で木を運ぶ様子を表す「Laaュくわえたまま」「£じ£じと」、
ダム作りをする様子を表す「どろで靱 かためて」が挙げられる。
これらの筆者の見方や捉え方が表れている描写表現に着日し、題名「ビー バーの大工事」
との関係を考えながら読teことによつて、この題名をっけた筆者の主題に対する見方や考
え方をを捉えることができる:
②部分と部分との読みとを目係づけることが可能な描写表現 ―「おわりJ―
この教材の「おわりJの意味のまとまりには、これまでの部分と部分との読みとを関係
づけることが可能な描写表現がある。
この教材の「おわり」は、「ビーバーがダムを作るのは、(中略)あんぜんなすを作る
ためなのです。」となつており、ビーバーが大工事をするのは、安全な巣を作るためだと
いう筆者の主張にうながつていることが認められる。つまり、「中」で述べられている内
容が、「おわり」の「あんぜんなすを作るため」に収飲されているのである。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、「おわり」の「褒&£
茂おす」という描写表現に着目することで、「類推・想像の力」をはたらかせて、イメー
ジ化することができる。
例えば、子どもたちは、安全という言葉から安心することができるというような経験を
を想起するだろう。そうすることで、「あんぜんなす」というのは、敵から襲われること
がなく、安心して暮らすことができる巣であることをイメージ化することができる。
そして、「中」でのビー バー が大工事をする様子を読みとつたことを基に、「褒&だん
盆す」をイメー ジ化することで、ビー バー は、安心して暮らすために、大工事をしている
ということを子どもたちなりに捉えることができる。つまり、噌潔壊贔勉たす」と「大工
事」の関係を理解することができているということになる。そして、「イメージ化に必要
な二つの力」をはたらかせることで可能となる。つまり、①で述べたビーバーが大工事を
する様子を表す描写表現に着目することで、それぞれの子どもたちが、その描写表現を基
にビーバーの大工事の様子を具体的にイメージ化することとなり、子どもたちは、ビーバ
ーの大工事の様子を自分なりに提えることができる。つまり、①で述べた描写表現に着目
し、「類推・想像の力」「五感を使つて経験を想起する力」をはたらかせることで、大工
事の様子をしつかりと捉えることができ、「ビーバーの大工事」という題名にした筆者の
考えを提えることができる。
具体的にまず、ビーバーが本を咽る様子を表す「木のねもとにはtたゑ嵐褒本のかわや
木くずがとびちり」という描写表現に着目することで、「類推 0想像の力」をはたらかせ
て、「たちまちJに関わる経験を、子どもたちは想起することができる。
例えば、「雨が止んだら、ムれま巌月がさしてきた。」等の経験である。つまり、「たれ
まれ」というのは、「とても短い時間」であることを想起することが可能である。そうす
ることで、本くずが短い時間で貯まるくらい、すごい速さで木を嘱るビー バー の様子をイ
メージ化することができる。そして、ビーバーの体の機能のすばらしさが「大工事」と深
くつながつているということに子どもたちは気付くことができる。
また、ビーバーが木を咽って倒す様子を表す「
…
という描写表現に着目する
‐25‐
ことで、「五感を使つて経験を想起する力」をは■らかせて、「戯之ニヱふ」という音を
聞いた経験を、子どもたちが想起することが可能である。
例えば、「大きな石が、どここヱム音を立てて転がってきた。J等の経験である。つま
り、「ミ之二こと」というのはt大きな物や重い物が落ちたり、倒れたりしたときの音を
表すということを想起することができる。そうすることで、大きな木を嘱って倒してしま
うビーバーの様子をイメージ化することができる。そして、その能力のすばらしさが、「大
工事」と深くつながっているということに、子どもたちは気付くことができる。
それから、ビー バー が川で木を運ぶ様子を表す「木をLa欺酸患バわえたまま」「£ぃ
式ぃこ体をおしすすめます。」という描写表現に着目することで、「五感を使つて経験を
想起の力」「類推・想像する力」をはたらかせて、電こ羽製躾騨「式燒£じこ」に関する
経験を子どもたちは想起することができる。
例えば、「落ちないように、巌威盆就∴隊棒を握る。」、「自転車のペダルをぶ燒£ぃこ
いで、坂道を登つた。J等の経験である。つまり、「ld製屈纂し」というのは、何かを離
さないようにすること、「だ軟遼鍛襲与」というのは、勢いがよい様子を表すことを想起す
ることができる。    i
そうすることで、本をくわえながら勢いよく泳ぐビーバーの様子をイメージ化すること
ができ、その能力のすばらしさが、「大工事」と深くつながっているということに子ども
たちは、気付くことができる。
そして、ダム作りをするビー バー の様子を表す「どろで嚢 かためて」という描写
表現に着目することによって、「類推・想像の力」をはたらかせて、「1裏羽埋震し」に関
する経験を子どもたちが想起することが可能である。例えば、「根が製aかユ↓張つてい
る草は、抜けにくい。」等の経験である。つまり、「1凌製刷震二」というのは、抜けない
くらい強く固定するという様子を想起することができる。
そうすることによって、ビーバーのダム作りの様子をイメージ化することができ、ビー
バァの知恵のすばらしさと、題名との深いつながりに気付くことができる。
このように、描写表現に着目し、その描写表現を具体的にイメージ化することが、子ど
もたちが、自分なりのイメージを基に書いてあることを読むことになる。そして、筆者の
主張に追ることができるだけでなく、子どもたちなりに書かれている内容を提え直すこと
ができるのである。
また、ビーバーが大工事をする様子を表す描写表現に着目させ、描写表現を基にビーバ
‐の大工事の様子を具体的にイメ‐ジ化することによって、子どもたちは、安全な巣を作
って暮らすビーバーの知恵に気付くだろう。このような気付きが、ビーバーヘの見方を見
つめ直したり、捉え直したりするということになるのである。
先行するものの中にも同様のことを述べている実践12がぁるので、イメージ化を促す描
写表現に着目することで子どもたちなりに教材を捉え直すことができるはたらきがあるこ
とを認めることができる。
12 吉りII芳則『小学校説明的文章の学習指導過程をつくる一楽しく、力のうく学習活動の
開発―』明治図書、2∞2、 pp.58…71
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そして、描写表現を基に、ビー バーの大工事の様子を具体的にイメージ化することによ
つて、子どもたちは、この教材の題名を「ビー バーの大工事」とした筆者の主張に追るこ
とができるだけでなく、小さな体で巨大なダムを作つてしまうビーバーの驚異的な能力に
気付くことができる。そして、その気付きが「創造する力」をはたらかせ生き物への見方
を提え直したり新たなものの見方や捉え方を形成することになるのである。
3)『はじめ―中―おわり:各部分に描写表現』型
この型は、「いろいろなふね」(1下)、「虫は道具をもつている」(2下)、「自然のか
くし絵」(3上)、「動物の体と気候」(5上)、「森林のおくりもの」(5下)、「イースタ‐
島になぜ森林はないのか」(6上)、「未来に生かす自然のエネルギー」(6下)の7教材
が該当した。
これらの教材には、以下のような種類がある。
①題名と関わりのある多義的な描写表現
②全体の構造を探る手がかりとなる描写表現
③題名と事例との関係を提えることが可能な描写表現
④説明の対象となつている「ものごと」と題名との関係を捉えることができる描写表現
⑤題名と関わりのある多義的な描写表現
⑥部分と部分との読みを関係づけることが可能な描写表現
しぜん
次に、「いろいろなふね」(1下)、「自然のかくし絵」(3上)、「イースター島になぜ森
林はないのかJ(6上)の実例を基に、上記の特徴を述べることとする。
①題名と目わりのある多義的な描写表現…『はじめ』…
この型の教材には、「はじめ」の意味のまとまりに、全体の構造を探る手がかりとなる
描写表現が見られる。
「いろいろなふね」では、「はじめ」の意味のまとまりにある文が、「ふねには、峻ゑ
u乙おものがあります。」となつている。つまり、筆者は、この教材を通して、これから
色々 な種類の船を紹介するということを説明しているのである。
次に、「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から述べる。具体的には、「ふ
ねには、峻ゑじるおものがあります。」という描写表現に着目することで、「類推0想像
の力」をはたらかせることが可能となり、子どもたちはt様々 な既有知識や経験を想起す
ることになる。つまり、「いぅいうおふね」という表現から、子どもたち一人ひとりが、
それぞれ自分の知っているヨットや潜水艦等、色々な種類の船をイメージするということ
である。そして、「中」の段落では、「はじめ」の段落でイメージ化したことを基に読む
ことになる。
例えば、「私は、ヨットやカヌーやフエリー は知っている。筆者は、どんな船をとりあ
げているのだろう。そして、どんな風に説明しているのだろうか。私の知つている船はt
この中に出てくるのだろうか。」等のように、子どもたちは、主体的0内発的に読むこと
になる。それは、子どもたちが自分の経験や知識、考えに照らし合わせて、筆者と対峙し
ながら読むことになるのである。
つまり、題名と関わりのある様々な既有知識を想起することが、「いろン_ヽろなふね」と
言う多義的な描写表現に着目することで可能となる。また、「はじめ」の段落の「動機付
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け」「興味・関心の喚起Jという役割を理解することができるだけなく、書いてあること
を子どもたち一人ひとりが、それぞれの読み方で捉えることができる。
②全体の構造を採る手がかりとなる描写表現―「はじめJ…
この型の教材は「はじめ」に文章全体の構造を提えることが可能な描写表現がある。
例えば、「自然のかくし絵」は、「はじめ」の意味のまとまりに、「幾ょ見失う」という
描写表現がある。つまり、筆者が虫の保護色のことを、「自然のかくし絵」と喩えたきつ
かけが述べられている。そして、この教材全体を通して、虫の保護色のことを「かくし絵」
と喩えた筆者の考えが述べられている。
次に、「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から述べる。具体的には、「は
じめ」の意味のまとまりにある波線部の表現に着目することで、「類推・想像の力」をは
たらかせてイメージ化することができる。例えば、「ふれ足元を見たら、大がいた。」等
の経験である。このような経験を想起することで、「草のしげみに下りたはずのバッタが、
突然いなくなつたので、不思議に思つた。」という、筆者のこの説明的文章を書いた動機
しせ ん
やきつかけを、題名「自然のかくし絵」と関係づけて捉えることができる。同時に、子ど
もたちも、「なぜ、見失つたのだろう。Jというような、疑間を持つようになる。
このような疑問や問題意識を持つことが、子どもたちの読む意欲を高めることになる。
そして、同様に、「イースター島になぜ森林はないのか」では、「はじめ」の意味のま
とまりの「現在、この島に森林は壌ょ&£見られない。」という一文には、筆者がこの説
明的文章を書こうとした動機やきつかけが表れている。そこで、波線部の表現に着目する
ことで、「類推・想像の力」をはたらかせてイメージ化することが可能となる。
具体的には、「放課後になったから、ほとんだ人は舜つていない。」等の経験である。
このように、描写表現をイメージ化することで、「現在、イースター島には、森林が少し
しかない。それは、なぜだろう。」と考えた筆者の科学的な視点に気付くとともに、題名
との関係を提えることができる。同時に、子どもたちも、「なぜ、森林が、ほとんどない
のだろう。」というような疑間を持つようになる。
このような疑問や問題意識を持つことが、子どもたちの読む意欲を高めることになると
同時に、筆者の主題に対する見方や考え方を、子どもたちなりに解釈して、論理的に読む
ことが可能となるのである。「
③題名と事例との日係を提えることが可能な描写表現 ―『中」―
この型の教材には、「中」の意味のまとまりに、説明の対象となっている「ものごと」
と、題名との関係を提えることができる描写表現が認められる。
「いろいろなふねJにおいて、「中」の意味のまとまりには、四種類の船とその船の役
目について説明されている。また、「おわり」は、「いろいろなふねが、それぞれのやく
目にあうようにつくられています。」となっており、船と役目やその船のつくりとの関係
が述べられている。
この説明的文章の「中」に、「きゃくせんは、ム氏ミ&2人をはこぶためのふねです。」
「フェリー ボー トは、ム
`嵐
&の人とじどう車をいっしょにはこボためのふねです。」等
の文からも分かるように、味郵凛w覆ン という描写表現が見られる。この表現に着日し、
「類推0想像の力Jをはたらかせることで、子どもたちが、「ム
`裏
&2人を見た経験J
や「たム真&2車を見た経験」という黙有体験を基にして、「ム
`蕊
&の人」や「た氏蕊
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衣2人とじどう車を」運ボことができる客船や、フェリー ボートの船としての役目を、イ
メージ化することが可能である:
そして、どれくらい「
…
人」「1にたこと2人とじどう車」なのかをイメー ジす
ることで、「ムム裏&の人をはこぶためのふねです。」という客船の役目や、「ム氏ム&2
人とじどう車をいつしょにはこぶためのふねです。」というフエリー ボートの役目をt捉
えることができる。つまり、「たくさんの人」を運ぶから、この船の中には、たくさんの
人が快適に過ごせるための「客室」や「食堂」がある、「た氏蕊んの人とじどう車」を導
ぶから「きゃくしつと車をとめておくところ」があるという船と船の役目やつくりとの関
係を捉えることができる。
一方、「た氏蕊れの」という描写表現は、はじめの二つの船にのみ使われている。ここ
で、噂≦灘蜂κ】という描写表現を基に、「この船の役目」「工夫」「(積んでいるもので)
できること」の順に説明がなされていることを押さえておくことで、後に出てくる二つの
船についても、同様の順に説明がなされているという論理展開を理解することができる。
また、どれくらい「ム氏真れの人Jが、「客室」や「食堂」を利用するのか、どれくら
い「ムム蕊&2人と自動車」を運ボのかをイメージ化することで、「どれくらいの広さの
食堂なのか。」「何室ぐらい客室があるのか。」「何台くらい車が止められるのか。」といつ
た具体的なイメージもふくらむ。
そして、自分が知っている客船やフェリー ボートは、たくさんの人や車を運んでいなか
ったという経験を持つ子どもは、この筆者の表現に疑間を持つだろう。このような描写表
現に着日し、子どもの既有知識や経験と結びつけながら主体的 。内発的に読むことで、子
どもたちは、この文章で説明されている船に対して、問題意識を持つことになる。
この点について、森田は、自分の経験や知識、考えに照らして、批評や評価してみると
いうことが、自然な読みであると指摘している“6
そして、この問題意識を持ちながら読むことで、自分なりの船や乗りもの等の事例を創
作することを可能にする。
④説明の対象となっている『ものごとJと、題名との日係を提えることができる描写表現
…『中」…しぜん
同様に、「自然のかくし絵」では、「中」の意味のまとまりは、昆虫の保護色について
述べられている。そこで、昆虫の持つ保護色に関わる描写表現に着日し、イメージ化のは
たらきを発揮することで、昆虫の保護色と、題名「自然のかくし絵」との関係を提えるこ
とが可能となる。まず、コノハチョウの保護色を読みとるために、壁髪褒波数準 という
羽の表側についての描写表現に着目することで、「五感を使つて経験を想起する力」をは
たらかせてイメージ化することができる。
具体的には、「このバラの花びらは、褒ざまとお赤い色をしている。」等の経験である。
この描写表現に着目することで、コノハチョウの羽の裏側は、かれ葉のような目立たない
色をしていることと、対比的に提えることができる。そして、コノハチョウの羽の裏側が
目立たないことが、敵から身を隠すことができるということを読みとることが可能である。
13 10に同じ、p.4
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つまり、コノハチョウの羽の裏側の色と、「かくし絵」との関係を捉えることができる。
次に、「曇負」「かつ色Jとぃう描写表現に着目することによつて、「五感を使つて経験
を想起する力」をはたらかせて、トノサマバッタの保護色をイメージ化することができる。
具体的には、「緑色の絵の具」「緑色の葉」「チョコレート」等である。どのような色な
のか、子どもたちがしつかりとイメージ化することで、草むらや落ち葉と同じ色だから、
敵から身を隠すことができるというトノサマバッタの保護色の仕組みを読み取ることがで
きる。つまり、 トノサマバッタの体の色と「かくし絵」との関係を捉えることができる。
それから、「黄色」という描写表現に着目することで、「五感を使つて経験を想起する
力」をはたらかせてゴマダラチョウの保護色をイメージ化することができる。具体的には、
「黄色い絵の具J「黄色い画用紙」等である。
子どもたちが、色のイメージをしつかり持つことによつてtエノキの葉の色が変わるに
つれ、それを食べるゴマダラチョウの体の色が変わつていく様子をイメージ化することが
できる。そうすることで、葉の色の変化に合わせて、自分の体の色も変えていくというゴ
マダラチョウの保護色の仕組みを子どもたちなりに読みとることができる。つまり、ゴマ
ダラチョウの体の色の変化と「かくし絵」との関係を提えることができる。
また、「じっとしているかぎり」という描写表現に着目することによつて、「類推 0想
像の力」をはたらかせて、昆虫の保護色の仕組みをイメージ化することができる。具体的
には、「かくれんぼをして、鬼に見つからないように栽aとしていた。」等の経験である。
この描写表現に着目することによつて、「動かずにじつとして、その場所と同化すること
が、敵に見つからなぃことに役立つ」という昆虫の保護色の仕組みを、子どもたちなりに
読み取ることができる。つまり、昆虫が、長い問じっとしていることと、「かくし絵」と
の関係を提えることができる。
そして、「まれどじ目」という描写表現に着目することによつて「五感を使つて経験を
想起する力」をはたらかせて、昆虫をねらう鳥や トカゲをの様子をイメージ化することが
できる。具体的には、「とがつていて、まれどじキリの先を触つたら、とても痛かつた。」
「先生の注意する声が、まゑど氏響いた」等である。そうすることで、鳥やトカゲたちの
獲物を見逃さない厳しい目を、イメー ジ化することができる。そして、保護色は、厳しい
環境に置かれている虫たちの生きるための知恵であることに気付くことができる。
さらに、「イースター島になぜ森林はないのか」は、「中」の意味のまとまりには、森
林消失の原因として、人間による森林伐採と、人間が持ち込んだラットによる生態系への
影響の二つが述べられている。したがつて、人間による森林伐採の原因を表す描写表現と、
ラットが生態系へ与えた影響を表す描写表現をイメマジ化することによつて、森林消失の
原因を子どもたち一人ひとりが、自分なりの読み方で捉えることができる。そして、筆者
の主題に対する見方や考え方を提え直すことができる。
まず、森林が失われた原因が述べられている「(前略)ミュこまた目的で森林を切りひ
らいたことである。」という、人間による森林伐採について述べられた一文に着目するこ
とが、波線部の描写表現を「類推・想像の力」をはたらかせてイメージ化することを可能
にする。
具体的には、「家ム襲工0目的で木を使うふ」「験嵐造0目的で木を使う。」「ム≧れ£目
的で木を使 う。」等である。このように、具体的にイメージ化することで、人々が色々な
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目的に使うために、森林の木を利用したから、森林が消滅したという因果関係を提えるこ
とができる。そして、本を使う目的を自分なりにイメージ化することによつて、書かれて
いることを自分の考えと比べながら、主体的 0内発的に読むことができる。そうすること
で、森林消失の原因を、しつかりと捉えることができる。
また、「ひこかに上陸していたのである。」という波線部の描写表現に着目し、「類推・
想像の力」をはたらかせてイメージ化することによつて、ラジトによる生態系への影響を
読みとることができる。
例えば、子どもたちは、猫が職孟か襲家の中に入つた様子を見たりした経験等を想起す
るだろう。そうすることで、ラットが誰にも気付かれずに上陸した様子を、子どもなりに
イメージ化することができる。そして、誰にも気付かれずにラットが上陸したので、爆発
的に増え、その大量のラットがヤシの実を食べ尽くしてしまつたために、(新しい芽が出
なくて)森林が消滅したという因果関係を提えることができる。そして、筆者の主題に対
する見方や考え方を提え直すことができる。
⑤題名と目わりのある多義的な描写表現―『おわり」―
この型の教材は、「おわり」に、これまでの部分と部分の読みを関係づけることが可能
な描写表現がある。次に、「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から述べる。
「いろいろなふね」は、「おわり」の段落にも、「はじめ」の段落と同様に、「いゑいぉ
ふねが」という描写表現が認められる。再び、この描写表現に着目することによつて、こ
れまで子どもたちが知っている船と比べながら、四つの船について書かれていることを読
んできたことを基に、晴J造する力Jをはたらかせてイメージ化することが可能である。
つまり、子どもたちが知っている船に対する見方や捉え方を見つめ直したり、捉え直し
たりしながらくさらに、色々な船や乗り物に対する見方や考え方を広げていくことができ
るのである。
例えば、「ここには書かれていないヨットだったら、どういう説明になるのかな。」「筆
者は、四つの船を、船の役日、工夫、(積んでいるもので)できることの順に説明してい
るけど、他の説明の仕方はないのだろうか。」「船以外の乗り物でも、役日、工夫、(積ん
でいるもので)できることの順に説明できるのかな。」等である。このことは、船のカー
ドを作つたり、乗り物カードを作つたりするような事例を創作する活動にもつながると言
える。
③部分と部分の読みとを目係づけることが可能な描写表現―『おわり」―しぜん
「自然のかくし絵」は、「はじめ」の意味のまとまりに述べられているセミを「ふと見
うしなつた」という、筆者の昆虫の保護色を「かくし絵」と捉えたきつかけが話題提示と
なつている。そして、「中」では、昆虫の保護色と「かくし絵」を関係づけながら説明し
ている。そして、「おわり」の意味のまとまりは、保護色は、昆虫にとって、「ずいぶん
役立っている」という筆者の主張につながっている。
したがって、「はじめ」に述べてある「幾こ見うしなう」という表現に戻り、「中」の
意味のまとまりで述べられてきたことを振り返る。そうすることで、「保護色を使う昆虫
は、まるでかくし絵のように、人間や鳥、トカゲ等の敵を畷してしまうから、昆虫が生き
続けるのに役立つ」という筆者の主張を、子どもたちなりに捉えることが可能である。
次に、「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から述べる。この教材の「お
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わり」の意味のまとまりは「ほご色は、(中略)てきにかこまれながらこん虫が生きつづ
けるのに、成燒£&役立っているのです。」という筆者の主張が述べられている。この文
の波線部の表現に着目することによつて「類推・想像の力」をはたらかせることができる。
例えば、「子大が、成峻ざ&大きくなつた。』等の経験である。そうすることで、昆虫
にとつて保護色は、生ぎていくために、とても助けになつているということを、子どもた
ちになりに捉えることができる。つまり、昆虫の保護色を「かくし絵」と表現した筆者の
見方や考え方に追ることができる。そして、これまで、昆虫の保護色の性質や仕組みを表
す描写表現を基にイメージ化してきたことによつて、子どもたちは、昆虫の保護色の仕組
みや性質のすばらしさに気付くことが可能である。このようにして、昆虫の保護色の性質
や仕組みのすばらしさに気付くことで、晴り造する力」をはたらかせて昆虫を見つめ直し
たり、新たに捉え直したりすることができる。
さらに、「イースター島になぜ森林はないのか」では、題名が問題提示の文になってお
り、本文は「イースター島の森林は、なぜ、どのようにして失われてしまつたのか。」と
いう観点で述べられている。つまり、森林消失の「理由」と「過程・状況」を問うことと
なっており、「中」の意味のまとまりは、その二つに答える内容となっている。つまり、
森林消失の原因として、人間による森林伐採と、人間が持ち込んだラットによる生態系ヘ
の影響の二っが述べられている。そして、「人々は、悲惨で厳しい運命をたどるというこ
とである。」という主張に結びついている。
そこで、筆者の主張を提えるために、まず、「中Jの意味のまとまりにある「迷れお食
りょう不足」という波線部の描写表現に着目することによつて、「類推・想像の力Jをは
たらかせてイメージ化することができる。具体的には、子どもたち
“
、「遷烈な悩み」「盗
製ム被害」等という経験を想起するだろう。
そうすることで、子どもたちは、非常に重大なことが起こつたということをイメージ化
することができる。そして、このようなイメージと、「盗裂ぉ食りょう不足」という表現
を関係づけ、「食料がほとんどなくなつてしまつた。だから、たくさんの人が飢え死した。」
等のように、森林が失われてしまつた後の、イースター島の様子を、子どもたちなりに捉
え直すことができる:そうすることが、「おわり」の意味の事とまりにある「翡悛ぉくら
し」をしっかりと読みとることにつながる。
そして、「おわり」の意味のまとまりには、電磁滋しくらし」という、森林が失われた
後のイースター島の人々に対する筆者の捉え方が表れている描写表現がある。この描写表
現を、「類推・想像の力」をはたらかせてイメージ化する。例えば、子どもたちは、戦争
等の悲しく、無惨な出来事を見たり聞いたりした経験等を想起し、イメージ化するだろう。
そして、このような子どもたちのイメージと「悲惨おくらし」を関係づけ、数代後の子孫
が苦しんで生活している様子を、子どもたちなりに捉え直すことができる。
この教材では、これまでの読みで、森林消本の原因である描写表現 (「(前略)ミュ蕊
おa目的で森林を切りひらいたことである。」と「Qこかに上陸していたのである。」)に
着日して、「類推・想像の力」の力をはたらかせイメージ化したことによって、子どもた
ちは、自分なりの読み方で、森林消失の原因を提えることができている。そして、子ども
たちはt「人々は、悲惨で厳しい運命をたどるということである。」という筆者の主張を
読んだときに、自分なりの森林消失の原因にうぃての考え方を持って提えることができる。
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例えば、子どもたちは、「ラットは、人間に見つからないようにこつそりと上陸したの
だから、イースター島の生態系が破壊されたのは、ポリネシア人のせいではないのではな
いか。」「ポリネシア人は、森林の木を様々な目的に使つていたが、それは、他の地域で
も同じはずだろう。したがつて、ポリネシア人が様々な目的で森林の本を使つたことは、
森林消失の原因にはならないのではないか。J等のような考えを持つて読むことができる。
つまり、これまでの読み取りを基に、晴J造する力」をはたらかせて、筆者の主張を自分
なりの考えを持って捉え直すことができるのである。そして、新たな見方や考え方を形成
することが可能となる。                  `
森田は、この教材において、読みによつて提えたものをどう吟味し評価するかについて、
同様のことを述べているlt
4)Fはじめ―中―おわり:1犠タリ」に描写表現なし』型
この型は、「もうどう犬の訓練」(3下)、「ヤ ドカリとイソギンチキク」(4上)、「くら
しの中の和と洋」(4下)の3教材が該当した。これらの教材には、以下のような種類が
ある。
①全体の構造を探る手がかりとなる描写表現
②説明の対象となつている「ものごと」と題名との関係を提えることが可能な描写表現
次に、「ヤドカリとイソギンチャク」(4上)と「くらしの中の和と洋」(4下)の実例
を基に、上記の特徴を述べることとする。
①全体の構造を採る手がかりとなる描写表現―『はじめ』―
この型の教材は、「はじめ」の意味のまとまりには、全体の構造を探る手がかりとなる
描写表現が見られる
「ヤ ドカリとイソギンチャク」には、「はじめ」に『いかに、裏れュェ見えます。」と
いう描写表現がある。この表現は、筆者がヤ ドカリとイソギンチャクの関係を捉えた表現
である。それは、ヤ ドカリにイソギンチャクが付いているとい う、2種の関係を表してい
るからである。したがつて、この表現から筆者は、ヤドカリとイソギンチャクの関係をこ
の教材全体を通して説明しようとしていることが認められる。
そして、この表現に着日し、「五感を使つて経験を想起する力」をはたらかせてイメー
ジ化の力を発揮させることが、読者としての自分なりの考えを持つて、筆者の主張に追る
ことを可能にする。つまり、子どもたちが自分が重いものを持つた経験や重いものを人が
背負つているのを見た経験を想起することによつて筆者が、どのょうにして「裏孟ユ」と
いう表現を使つたのかに触れることができる。つまり、自分の持つイメージと比べること
で「重そ_う」と本現した筆者の考えを自分なりに捉えることができる。
例えば、「裏乙ユ」という言葉をイメー ジ化させることによつて子どもは、「前に友達
を背負つたけど、すごく裏な熾底ρ」「裏燒物を持つのは、大変だつたなあ。」等の経験を
想起するだろう。そして、筆者もイソギンチャクの付いたヤドカリを見て、何故、「裏ζ
ゑJと表現を使つたのかを自分なりに想像することができる。
14 10に同じ、pp.98‐99
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同時に、「裏燒ム2を持つと苦しぃなあ。つらいなあ.」 という経験を想起し、筆者も
そんな風に感じたからこの表現を使つたことに気付くのである。そして、この気付きが「な
ぜ、つらいし大変なのにイソギンチャクを背負つているのだろう。」という疑問や驚きを
持つことにつながる。この疑問や驚きを持うことで、これから主体的・積極的に読みとろ
うとする意欲を持つことができるのである。このことは、筆者のこの説明的文章を書いた
動機やきつかけを理解するだけなく、子どもたちなりの読み手としての考えを持つて、間
題解決しながら読もうとする意欲になるのである。
また、「重そ_う」と言う表現をイメージ化することにより子どもたちの中に「こんな小
さな生き物もt大変なおもいをしながら生きているんだ。」という、小さな生き物、のこ
れまでとは違つた見方が生じてくる。そのことが、最後の段落の「互いに助け合つて生き
ている」という、2種類の生き物が互いに利益を交換しながら生きているということを理
解するだけなく、小さな生き物も生きるために知恵をはたらかせながら生きているという
ことを提えることができる。
同様に、「くらしの中の和と洋」は「はじめ」の意味oまとまりに「燃統的お日本の文
化にもとづく」という形容動詞の表現がある。これは、和と洋の関係を提えるために重要
な表現である。それは、最近の子どもたちの生活は、和と洋が混在しており、和と洋の区
別が付きにくいからである。したがつて、日本の伝統的な文化について、具体的なイメー
ジを思い浮かべることで「和」の文化をしつかりと捉えることができる。そして、「洋」
との違いを明確にすることができる:
1具体的には、この表現に着目することにより「類推・想像の力」をはたらかせてイメー
ジ化の力を発揮することができる。そして、これまでに経験したり、見たりして知つたり
した、様々な伝統的な日本の文化を想起することができるのである。
例えば、「かさこじぞうJ等の音話の絵本を読んだ経験を想起したり、テレビで見た時
代劇等を想起したりする児童もいるだろう。そして、その時の登場人物は、どのようなと
ころに住み、どのような服装や髪型だつたりしたのかを想起するのである。そうすること
で、子どもたちは、一人の読者としての考えを持つことになる。そして、「中」の段落で
それぞれの事例を読んでいくときに筆者と対峙しながら読むことができる。
例えば、「『かさこじぞう』では、じさまとばさまは、いろりのある床に座つていた。
このお話には、いろりや床が出てくるのだろうか。筆者は、どんな日本の伝統文化を取り
上げ、どのように説明しているのだろうか。そして、それは「洋」と、どのように違うの
だろうか。」等である。
このように、子どもたちが自分の考えを持ちながら内発的・積極的に読むことにようて、
事例をしつかりと読みとることができると同時に、「創造する力」を活性化させ、これま
での日本や欧米の国々の文化についての見方や考え方を見つめ直したり、捉え直したりす
ることにつながる。そして、筆者の主題に対する見方や考え方を提えることが可能となる。
②説明の対象となっている「ものごとJと題名との目係を提えることが可能な描写表現
―「中」 一
この型の教材には、「中」に、説明の対象となっている「ものごと」と、題名との関係
を捉えることができる描写表現が認められる。
「ヤ ドカリとイソギンチャク」(4上)は、「中」には、ヤ ドカリがイソギンチャクと
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一緒になる様子を、「いかにも範調襲薇Kユに見えます。」と表した表現と、「いゑいう
な場所に移動することができるので」といテイソギンチャクのヤドカリに付く利益につい
ての描写表現がある。この表現は、筆者が「ヤドカリとイソギンチャク」の関係を提え、
表現したものである。
この「象岐れょ真たユ」という表現に着目することで、「五感を使つて経験を想起する
力」をはたらかせてイメー ジ化させることが可能となり、子どもは自分なりの考えを持つ
て、ヤ ドカリがイソギンチャクと一緒になる方法や、なぜヤ ドカリがイソギンチャクの針
にさされないのかという理由を提えることができる。
例えば、「気歳為↓真たユ」という表現から、子どもたちは、自分が気持ちよかった経
験を想起するだろう。それは、人に優しくされた経験や柔らかいものに触れたりした自分
が,い地いいと感じた経験等を想起するのである。そうして自分の経験をイメージ化し、自
分の考えを持ちながら読むことで、ヤドカリとイソギンチャクが一緒になる様子を、捉え
直すことができる。
そして、イソギンチャクにとつて「気持ちいい」あるいは、「心地よい」行為であるか
らこそ、イソギンチャクはヤ ドカリを攻撃しない (「はりもとび出しません。」)という因
果関係を理解することができるのである。つまり、イソギンチャクの本能を活かしたヤド
カリの知恵であることに気付くことができる。
いどう
また、叱減鍛収飲製易頭に移動することができるので」という表現に着目することで、
「類推・想像の力」をはたらかせてイメージ化することが可能となり、子どもは自分なり
の考えを持つて、イソギンチャクがヤ ドカリに付く利益について捉えることができる。
例えば、「いれいぅた場所」という表現から、子どもたちは、これまでに行つたことの
ある場所を想起するだろう。そして、場所によつて違う体験をしたことも思い出すだろう。
イソギンチャクがヤ ドカリの員がらに付くことで、色々な場所に行くことができ、子ども
たちになりに、えさをとる機会が増えるという因果関係を読みとることができる。つまり、
イソギンチャクが貝殻につくことと、「利益」との関係を提えることができるのである。
さらに、生き物のお互いの性質や特徴を生かした合理的な行為のすばらしさに気付きな
がら、部分部分を読み進めていくことが、筆者の「たがいに助け合って生きているのです。」
という主張を「創造する力Jを十分に発揮させながら理解することを可能にする。
つまり、単なる共生関係を読み取るのではなく、筆者の考えやものの見方に対して、読
者としての自分の考えを持ちながら読むことで、生き物に対して子どもたちなりに捉え直
すことができる。
同様に、「くらしの中の和と洋」では、「中」の事例には、鴨襲a襲襲蜘「っかれがょ
ムムKェ」「使いやすく」「いぅぃぅな目的」という、和と洋の関係を表す描写表現が使
われている。これらの表現は、和室と洋室のそれぞれの良さを表した描写表現である。こ
れらの表現に着目することで、「イメージ化に必要な二つの力」の中の「類推・想像の力」
をはたらかせることが可能となり、和室と洋室のそれぞれのよさの関係を提えることがで
きる。
具体的には、和室の畳の良さを読み取るために、喝顧aがという描写表現に着日し、
「親しい」に関係する経験を想起する。例えば、「親&職左達」「親戚の規L二おじさん」
等である。そして、同時に、「裁&燒J人たちと過ごした時の様子も想起することが可能
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となる。
例えば、「裁&じ友達と手をつないで歩いた。」「親戚の裁&じおじさんに肩車をしても
らつた。」等である。このように、親しい人と接すると、自然と距離が縮まるという経験
を想起することにより畳の上だと人と人との間隔が自由に変えられるという良さを子ども
たちなりに読みとることができる。つまり、「親しい」ことと、和室の良さとの関係を論
理的に提えることができる。
また、洋室で使う椅子の良さを読みとるために、「うかれが盆ム££」という描写表現
に着目することにより「つかれが少熾欺Jという経験を想起する。
例えば、「毎日練習していたから、試合でも、つかれが少ム£工 (疲れずにすんで)勝
つことができた。」「友達に応援してもらったから、つかれはょム£感じた。」等の経験を
持つ子どももいるだろう。          ,
このように、「つかれがな てすむ」という状態をイメー ジ化することで、それぞれ
の目的に合つた椅子を使うのは、集中できたり、体が楽だつたりするという良さがあるた
めだ、ということを理解することができる。つまり、「つかれがな てすむ」というこ
とと、洋室の良さとの関係を提えることができるのである。
それから、洋室の良さを読みとるために(鴨嚢覆義職い という描写表現に着目するこ
とによつて鴨襲覆嚢独)に関係する経験を想起することができる。
例えば、「使いやすいハサミで、厚紙を切つたら簡単に切れた。」「鎮燒掟
=じ
筆で色を
塗ったら、きれいに塗ることができた
`」
等のような経験を想起する子どももいるだろう。
このように、「鎮職蕊糞£」をイメージ化することで、使いやすいということは、対象が
その機能を十分に発揮させることができるということに気付くことができる。そうするこ
とで、部屋の目的に合わせた家具を置くことがヾ部屋の機能を十分に発揮し、それが、洋
室の良さにつながるということを理解することができる。つまり、「使いやすい」という
ことと洋室の良さの関係を、捉えることができるのである。そして、和室の部屋の使い方
を読み取ぅなめに、「いゑいうな目的」という描写表現に着目することで、「いろいぅな
目的に使う」に関する経験を想起することができる。例えば、「本を読む目的に使 う」「休
む目的に使う」等、子どもたちは自分の色々な経験を想起するだろう。そうすることで、
「色々な目的」に使えるということは、その部屋にいる人が自分の目的によつて、様々な
使い方ができるという良さに気づくことができる。つまり、「いろいろな目的に使う」と
いうことと和室のよさの関係を提えることができるのである。
事例の和と洋の良さが表れている描写表現に着目し、イメージ化しながら読むという学
習を通して、子どもたちは、日本人と欧米人とでは、家具や部屋の使い方に対する見方や
考え方が大きく違つているということに気付くことができるもそして、その違いはそれぞ
れの国の人々が家や家具の機能や性質をどう捉えているかによるものである。
つまり、事例で読みとつた家具や家の機能に対する見方や考え方を基に、「創造する力」
をはたらかせてイメージ化することで、子どもたちは、これまでの家や家具に対する見方
を見つめ直したり捉え直したりすることができる。つまり、筆者の主題に対する見方や考
え方を提え直すことができる。そして、「衣」や「食」についても、日本と欧米の 「衣」
や「食」の性質や機能の捉え方の違いに目を付けて、調べていこうとする動機になるので
ある。
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(3)第2章のまとめ
第2章では、説明的文章教材の描写表現に着目し、実例を基に、描写表現のはたらきを
検討した。その結果、「はじめ」「中」「おわり」の意味のまとまりごとに、特徴的な描写
表現のはたらきが見られた。
以下、四つの型ごとに描写表現の種類とはたらきを整理した。
『はじめ―中』型
展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき
はじめ
・題名と関わりのある多義的な描写
表現
“興味、関心の喚起
・題名と関わりのある様々な既有知
識を想起すること
中
・題名と事例との関係を提えること
が可能な描写表現
・事例の続きを創作することが可能な
描写表現
・既有知織を基に、事例を提え直す
こと
・新たな事例を創作すること
おわり
『中―おわり]型
展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき
はじめ
中
・説明の対象となつている「ものご
とJと題名との関係を提えることが
できる描写表現
・筆者の主題に対する見方や考え方を提える
こと
おわり
・部分と部分との読みを関係づけるこ
とが可能な描写表現
・新たなものの見方や考え方を形成すること
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『はじめ,中―おわり:各部分に描写表現』型
「はじめ―中…おわり:『おわり」に描写表現なし』型
展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき
はじめ
・題名と関わりのある多義的な描写
表現
・興味、関心の嗅起
・題名と関わりのある様々な既有知
識を想起すること
・全体の構造を探る手がかりとなる
描写表現
・筆者の主題に対する見方や考え方を提
えること
中
・題名と事例との関係を提えること
が可能な描写表現
・事例を提え直すこと
・説明の対象となつている『ものご
とJと題名との関係を提えること
ができる措写表現
・筆者の主題に対する見方や考え方を提
え直すこと
おわリ
・部分と部分との読みを関係づける
ことが可能な描写表現    .
新たな見方や考え方を形成すること
・題名と関わりのある多義的な描写
表現
事例を創作すること
展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき
はじめ
・全体の構造を探る手がかりとなる
描写表現
・筆者の主題に対する見方や考え方を提
えること
中
・説明の対象となつている「ものご
とJと題名との関係を提えること
ができる描写表現
口筆者の主題に対する見方や考え方を提
え直すこと
おわり
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第3章 イメージ化のはたらきを生かした説明的文章教材の授業の構想
第2章では、説明的文章教材の描写表現に着目し、実例を基に、描写表現のはたらきに
ついて検討した。その結果、文章構造ごとに、特徴的な描写表現のはたらきが見られた。
第3章では、第2章で明らかとなつた特徴的な描写表現のはたらきと、第1章で明らか
となつた「イメージ化に必要な二つの力Jのはたらきを基に、イメージ化のはたらきを生
かした説明的文章教材の授業づくりの観点を提案する。
(1)イメージ化のはたらきを生かした説明的文章教材の授業づくりの観点
ここでは、説明的文章教材の「はじめ―中丁おわり」というまとまりによって、説明的
文章教材を分類した四つの型を基に、イメージ化のはたらきを生かした授業作りの観点に
ついて述べる。
尚、「イメージ化に必要な二つの力」において、イメージ化の力のはたらきが大きいも
のを◎で表し、小さいものを○で表している。
1)『はじめ―中』型
展 開 描写表現の種類 描写表現のはた受 『イメー ジ1ヒにlblt
三つの力』
はじめ
・題名と関わりのある多
義的な描写表現
・題名と関わりのある様々な既有知
識を想起すること
。興味、関心の喚起
◎「類推・想像の力」
◎「五感を使つて経験を
想起する力」
0『創造する力」
中
・題名と事例との関係を
提えることが可能な描
写表現
・事例の続きを創作する
ことが可能な描写表現
・既有知識を基に、事例を提え直す
こと
・新たな事例を創作すること
◎『類推・想像の力」
◎『五感を使つて経験を
懇起する力」
Or創造する力」
おわり
この型の代表的な教材は、「どうやつてみをまもるのかな」(上)である。
この教材では、「はじめ」で、「題名と関わりのある多義的な描写表現Jに触れること
で、子どもたちの興味、関心を高めることができると同時に、題名と関わりのある既有知
識を想起することができる。つまり、様々な既有知識を想起することによつて、「中」の
読みでは、自らの既有知識を基に、筆者の提示した事例を読むことになる。そうすること
によつて、子どもたちは、自分の既有知識と事例を比較したり、共通点を見い出したりす
ることが可能となる。そして、子どもたちは、自分の既有知識を筆者の事例と比較するこ
とで、広げたり深めたりすることができるのである。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から見ると、「類推・想像の力」「五
感を使つて経験を想起する力」を使つて既有知識を喚起し、晴J造する力」がはたらくこ
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とによつて、子どもたちは、自分の既有知識を広げたり深めたりすることになる。
「中」の読みでは、「題名と事例との関係を提えることが可能な描写表現」に触れさせ
ることで、「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の力J「創造する力」をはたら
かせてイメージ化することができる。その描写表現に着目させることによつて、子どもた
ちは、「中」の論理を読みとることができる。
その際には、題名と関わりのある描写表現を基に、説明の対象となつているものの「性
質」「仕組み」「つくりJ等に関わることをイメージ化させる。そうすることによつて、
子どもたちは、自分の想起したものと、事例との共通点を提えることができ、説明の対象
となつているものと、自分のイメージとをつなぐことが可能となる。そして、題名と事例
との関係を提えることができるのである。
「イメージ化に必要な二つの力」のはたらきの観点から述べると、「五感を使つて経験
を想起する力」「類推・想像の力」を使つて既有知識を喚起し「創造する力」をはたらか
せて、既有知識を基に、説明の対象となつているもの (事例)との関係を提えるのである。
さらに、「はじめ一中J型の教材は、「おわり」の部分がない教材である。したがつて、
「おわり」の意味のまとまりがないからこそ、発展学習として、読み取つたことを基に、
事例の続きを創作する活動を設定することができる。このょうな活動を設定することで、
子どもたちは読みとつたことを基に十分に晴J造する力」を発揮させることが可能である。
2)『中―おわり』型
展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき
イ
"化
にあ要な
=つのカ
はじめ
中
・説明の対象となつている『もの
ごとJと題名との関係を提える
ことができる埴写表現
1筆者の主張を端的に提える
ことができること
0「類推・想像の
力J
◎ r五感を使つて経
験を想起する力J
O「創造する力』
おわり ・部分と部分との議みを関係づけ
ることが可能な描写表現
・新たなものの見方や考え方
を形成すること
◎『創造する力』
この型の代表的な教材は、「ビー バーの大工事」(上)である。
この型の教材では、「中」で、『説明の対象となつている「ものごと」と題名との関係
を提えることができる描写表現』に着目することで、「筆者の主題に対する見方や考え方
を提えること」が可能となる。
つまり、題名と関わりのある描写表現に着日し、その表現からイメージをふくらませる
ことで、説明の対象となつているものの様子を具体的に捉えることができる。そうするこ
とで、子どもたちは説明の対象となつているものの性質を提えることができ、その性質の
すばらさしさに気付くことができる。そして、その性質のすばらしさを捉えることによつ
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て、筆者も子どもたちと同様に、説明の対象となつているものの性質のすばらしさを感じ
たからこの文章を書いた、という筆者の動機を提えることができる。つまり、この文章を
書いた筆者の主張が表れてる題名の意味を実感を持つて捉えることができる。
したがつて、これらの描写表現を扱う際には、それぞれの描写表現に関わる既有知識を
想起させたり、実際に、その文章の中に書かれているものをしつかりとイメージさせたり
することが大切である。
「イメージ化に必要な二つの力」の観点から述べると、『説明の対象となつている「も
のごとJと題名との関係を提えることができる描写表現』に着目し、「類推・想像の力」
「五感を使って経験を想起する力」を使つて既有知識を喚起し、晴J造する力」をはたら
かせて、説明の対象の性質のすばらしさを提えるのである。
「おわり」では、「部分と部分との読みを関係づけることが可能な描写表現」に着目す
ることで、「新たなものの見方や考え方を形成すること」が可能となる。
子どもたちは、「中Jの読みで「説明の対象となっているものごと」の性質のすばらし
さに目を向けながら読んでいる。そのような読みを生かしながら、「おわり」にある筆者
の主張を読むことによつて、題名に込められた筆者の思いと、主張とを関係づけて捉える
ことができる。そして、子どもたちは、説明の対象となつているものへの、新たな見方や
考え方を形成することができるのである:
したがつて、指導する際には、おわりにある描写表現をしっかりとイメージ化させると
共に、これまでの「中」での読みを振りかえる必要がある。そうすることによつて、これ
までの読みとつなげることが可能となり、筆者の主張をしっかりと捉えることができる。
「イメージ化に必要な二つの力」の観点から述べると、これまでの「中」の読みで、主
に、「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の力Jを使つて既有知識を喚起しな
がら読んできたことが、「おわり」の筆者の主張が述べられている表現に触れることによ
つて、「創造する力」がはたらき、子どもたちは、新たなものの見方や考え方を形成する
ことができる。
3)「はじめ―中―おわりE各部分に描写表現』型
この型の代表的な教材は、「森林のおくりもの」(5下)である。この型の教材は、「は
じめ」で、「全体の構造を探る手がかりとなる描写表現」に触れることで、筆者がこれか
ら述べようとしていることを端的に提えることができ、筆者がこれから何について述べよ
うとしているかを掴むことができる。したがつて、「はじめ」でこのような描写表現を提
えることは、全体の構造を提える上で重要なことであると言える。また、この型には、「い
ろいろなふね」(1下)のように、「はじめ」に、『はじめ―中』型と同様に、『題名と関
わりのある多義的な描写表現』が認められる教材がある。
この多義的な表現を扱うことによって、子どもたちの興味、関心を高めることができる。
そして、題名と関わりのある既有知識を想起することができる。さらに、様々な既有知識
を想起することによって、「中」の読みでは、自らの既有知識を基に、筆者の提示した事
例を読むことになる。そうすることによつて、子どもたちは、自分の既有知識と事例を比
較したり、共通点を見い出したりすることが可能となる。そして、子どもたちは、自分の
既有知識を筆者の事例と比較することで、広げたり深めたりすることができるのである。
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展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき 『イメー ジ化にら要な二つの力」
はじめ
・題名と関わりのあ
る多義的な描写表
現
・題名と関わりのある様々
な既有知識を想起するこ
と
口興味、関心の喚起
◎『類推・想像する
力J
◎「五感を使つて経
験を想起するカ
0『劇造する力』
・全体の構造を探る
手がかりとなる描
写表現
・筆者の主張を端的に提え
ることができること
◎『類推・想像する
力』
◎「五感を使つて経
験を想起する力」
0「創造する力J
中
・題名と事例との関
係を提えること
が可能な描写表現
・事例を捉え直すこと ◎「類推・想像する
力J
◎『五感を使つて経
験を想起する力』
0「創造する力』
・説明の対象となつ
ている「ものご
と」と題名との関
係を提えること
ができる描写表現
・筆者の主題に対する見方
や考え方を捉え直すこと
◎「類推・想像する
力」
0「五感を使つて経
験を想起する力」
0「創造する力J
おわり
・題名と関わりのあ
る多義的な描写
表現
・事例を創作すること ◎『創造する力J
・部分と部分との読
みを関係づけるこ
とが可能は描写表
現
・新たな見方や考え方を
形成すること
◎「創造する力J
「中」では、『 中一おわり』型と同様に、『説明の対象となつている「ものごと」と題
名との関係を捉えることができる描写表現』を扱うことによつて、筆者の主題に対する見
方や考え方を、提え直すことが可能となる。
題名と関わりのある描写表現に着日し、その表現からイメ■ジをふくらませることで、
説明の対象となっているものの様子を、具体的に捉えることができる:そうすることで、
子どもたちはt説明の対象となっているものごとの筆者の捉え方を掴むことができる。
そして、筆者の説明の対象に対する提え方をつかむことによって、この文章を書いた筆
者の動機を捉えることができる。つまり、この文章を書いた筆者の主張を捉えることにつ
‐4唸‐
ながるのである。
また、子どもたちは、『説明の対象となっている「ものごと」と題名との関係を捉える
ことができる描写表現』に着目して、「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の
力J晴J造する力」をはたらかせてイメージ化させる。そうすることによつて、筆者のも
のの見方や考え方を自分なり捉えることができる。そして、子どもたちは、筆者の主張に
対して読み手としての考えを持って読むことになる。
また、この型の教材は、『はじめ―中』型と同様に、「中」にある『題名と事例との関
係を提えることが可能な描写表現』に触れることによつて、事例を提え直すことができる。
つまり、この表現をイメージ化することで、子どもたちは「中」の論理を読みとることが
できる。その際には、題名と関わりのある描写表現を基に、説明の対象となっているもの
の「性質」「仕組み」「つくり」等に関わることを「五感を使つて経験を想起する力」「類
推・想像の力」「創造する力」をはたらかせてイメージ化させる
`そうすることによつて、子どもたちは、自分の想起したものと、事例との共通点を提え
ることができ、説明の対象となつているものと、自分のイメージとをつなぐことが可能と
なる。そうすることによつて、題名と事例との関係を提えることができる。
「おわり」では、『中二おわり』型と同様に、『部分と部分との読みを関係づけること
が可能は描写表現』に着目することで、子どもたちは、新たな見方や考え方を形成するこ
とが可能となる。子どもたちは、「中」の読みで『説明の対象となつているものごと』ヘ
の筆者の捉え方に目を向けながら読んでいる。そのような読みを生かしながら、「おわり」
にある筆者の主張を読むことで、題名に込められた筆者の思いと、主張とを関係づけて捉
えることができる。そして、子どもたちは、説明の対象となつているものへの、新たな見
方や考え方を形成することができるのである。
したがつて、指導する際には、「おわり」にある描写表現をしつかりとイメージ化させ
ると共に、これまでの「中」での読むを振りかえる必要がある。そうすることで、これま
での読みとつなげることが可能となり、筆者の主張をしっかりと捉えることができる。
「イメージ化に必要な二つの力」の観点から述べると、「はじめ」にある描写表現に着
目して「五感を使つて経験を想起する力」「類推・想像の力」「創造する力」をはたらか
せ、動機やきつかけを捉える。そして、「中」の読みでは、「類推 0想像の力J「五感を使
つて経験を想起する力」「創造する力」をはたらせて部分部分の内容を提える。そして、
「おわり」ではこれまでの読みを振り返り、賄J造する力」をはたらかせて、筆者の主張
を提えるのである。そうすることによつて、子どもたちは、筆者の主張に対して自分の読
み手としての考えを持って対峙することとなり、筆者の考えに触れ、新たなものの見方や
考え方を形成することができるも
この型には、「おわり」にt「はじめ」に出現した「題名と関わりのある多義的な描写
表現」がある教材がある。この描写表現に再度触れることによつて、子どもたちはこれま
でに述べられてきた事例を振りかえると共に、これまでの自分の既有知識と事例とを比ベ
ながら読んできたことを基にして、新たな事例を創作する可能性が認められる。
「イメージ化に必要な二つの力」の観点から述べると、「五感を使つて経験を想起する
力」「類推・想像の力」晴J造する力」を使うてイメージ化してきたことを基に、さらに、
晴J造する力」をはたらかせて、子どもたちなりの事例を創作することが可能である。
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4)『はじめ―中―おわり:「おわり」に描写表現なし1璽
展開 描写表現の種類 描写表現のはたらき
rイ
"化
に必要な
二つの力J
はじめ
・全体の構造を探る
手がかりとなる描
写表現
・筆者の主題に対する
見方や考え方を提え
ること
◎『類推・想像する
力」
◎「五感を使つて経験
を想起する力」
Or創造する力」
中
・説明の対象となつ
ている「ものご
と」と題名との関
係を提えること
ができる描写表現
・筆者の主題に対する
見方や考え方を捉
え直すことができる
こと
◎「創造する力」
◎「類推・想像する
力」
◎『五感を使つて経験
を想起する力』
おわり
この型の代表的な教材は、「ヤ ドカリとイソギンチャク」(4上)である。
この型の教材には、『はじめ―中―おわり:各部分に描写表現』型と同様に、「はじめ」
で、『全体の構造を探る手がかりとなる描写表現』に触れることで、筆者がこれから述べ
ようとしていることを端的に捉えることができ、筆者がこれから何について述べようとし
ているかを掴むことができる。したがつて、「はじめ」にこのような描写表現を提えるこ
とは、全体の構造を提える上で重要なことと言える。
「中」では、『はじめ―中一おわり:各部分に描写表現』型と同様に、『説明の対象と
なつている「ものごと」と題名との関係を提えることができる描写表現』がある。
このような描写表現に着目することによつて、筆者の主題に対する見方や考え方を捉え
直すことができることができる。題名と関わりのある描写表現に着日し、その表現からイ
メージをふくらませることで、説明の対象となっているものの様子を、具体的に捉えるこ
とができる。
そうすることによつて、子どもたちは、説明の対象となっているものごとへの筆者の提
え方をつかむことができる。そして、筆者の説明の対象に対する捉え方をつかむことによ
つて、この文章を書いた筆者の動機やきつかけを提えることができる。つまり、この文章
を書いた筆者の主張を提えることにつながるのである。
また、この型は、「おわり」に描写表現がない教材である。したがつて、「中」で、説
明の対象となっている「ものごと」と題名との関係をしつかりと捉えることが、筆者の主
張を読みとる際に重要になつてくる。
「イメージ化に必要な二つの力」の観点から述べると、「はじめ」で、『説明の対象と
なっている「ものごと」と題名との関係を提えることができる描写表現』に着目し、「五
感を使つて経験を想起する力」「類推 0想像の力」晴J造する力」をはたらかせて、筆者
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の主題に対する見方や考え方を、しつかりと捉えさせる。
そして、「中」で、「イメージ化に必要な二つの力Jの全てを十分にはたらかせながら、
説明の対象となつている「ものごと」と題名との関係を提える。
そうすることで、子どもたちは、説明の対象となっている「ものごと」への筆者の見方
を捉えることが可能となり、「創造する力」を十分にはたらかせて、筆者の見方を自分な
りに捉え直すことが可能となる。
(2)第3章のまとめ
この章では、第1章で明らかとなった「イメージ化のはたらきに必要な二つの力」と
第2章で明らかとなった描写表現のはたらきを基に、「イメージ化のはたらきを生かした
説明的文章教材の授業づくりの観点 」をまとめた。
そして、説明的文章教材の学習において、どのような種類の描写表現を、どのように扱
うことが可能かについて考察した。
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終章 研究の成果と今後の課題
本研究の目的は、説明的文章教材の指導過程において、どのようにイメージ化を位置づ
けることができるかを検討することにあった。
説明的文章教材の学習におけるイメージ化のはたらきについて先行研究に学び、平成23
年度版国語科教科書 (東京書籍)の説明的文章教材を対象とし、「はじめ―中一おわり」
という文章構造のどこに、どのような描写表現が存在し、どのような特徴的なはたらきを
するのかを明らかした。その検討から、「イメージ化のはたらきを生かした説明的文章教
材の授業づくりの観点」を提案した:
第1節 研究の成果
研究の成果として、次の三点を挙げることができる。
1 説明的文章教材の学習において、イメージ化をはたらかせるための具体的な力を明
らかにし得たこと。
2 説明的文章教材の文章構造ごとに、特徴的な描写表現のはたらきを明らかにし得た
こと。
3 「イメージ化のはたらきを生かした説明的文章教材の授業づくりの観点」を提案し
たこと。
一点目の成果は、説明的文章教材の学習において、イメージ化をはたらかせるためには、
「五感を使つて経験を想起する力」「類推 :想像の力」「創造する力」という三つの力が
相互に関連し合つてイメ■ジ化のはたらきを構築していることが明らかとなつた。この三
つの力をはたらかせることによつて、子どもたちは、書かれている内容を具体的に捉える
ことが可能となり、筆者の主張を提えることができる。
二点目の成果は、説明的文章教材の「はじめ」「中」「おわり」のそれぞれの部分に、
筆者の主張を提えることが可能な描写表現のはたらきが認められたことである。
説明的文章教材の「はじめ」には、「題名と関わりのある多義的な描写表現」と「全体
の構造を探る手がかりとなる描写表現」があり、題名と関わりのある子どもたちの様々な
既有知識を想起することができるようにするはたらきや、子どもたちの興味や関心を喚起
するようにするはたらきが認められた。
「中」には、「題名と事例との関係を提えることが可能な描写表現」と『説明の対象と
なっている「ものごとJと題名との関係を提えることができる描写表現』があり、子ども
たちが事例を提え直すことができるようにするはたらきや、筆者の主題に対する見方や考
え方を捉え直すことを可能にするはたらきが認められた。
「おわり」には、「題名と関わりのある多義的な描写表現」と「部分と部分との読みを
関係づけることが可能な描写表現Jがあり、子どもたちが事例を倉1作することを可能にす
るはたらきや、子どもたちが新たな見方や考え方を形成することを可能にするはたらきが
認められた。
また、説明的文章教材文章の構造ごとにはたらく描写表現の特徴を具体化したことによ
って、実際の授業を計画する際に、どのような描写表現を扱うことが筆者の主張を提える
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ことにつながるのかが明確となつた。
三点日の成果としては、描写表現の種類によつて、はたらきの違いが明らかになつたこ
とから、どのような力をつけたいのかという目的意識を持つて描写表現を扱うことが可能
となった。
第2節 今後の際題
本研究に残された課題として、次の六点が挙げられる。
■ 指導過程のどこに、どのように「イメージ化」のはたらきを位置づけることがで
きるのか検討することである。本研究では、主に読み取りの場面におけるイメー
ジ化のはたらきについて明らかにした。今後は、一単元の指導過程のどこの段階
にイメージ化のはたらきを位置づけることができるのか、検討する必要がある。
2 他会社の説明的文章教材についても考察する必要がある。今回は一つの教科書会
社 (東京書籍)の説明的文章教材を扱つたが、今後は、光村図書、三省堂、学校
図書、大阪書籍等の説明的文章教材においても検討する必要がある。
3 その他のイメージ化を促す表現を検討する必要があることである。今回は、イメ
ージ化を促す描写表現として、形容詞、形容動詞、副詞の表現を中心として考察
したが比喩表現等、その他の表現についても検討することが必要である。例えば、
「自然のかくし絵」〔東京書籍〕(3上)のような教材は、比喩表現を使つた題
名の工夫が見られる。このような描写表現をどのように扱うことがイメージ化を
はたらかせる読みにつながるのか等について検討する必要がある。
4 実際の授業で、どのようにイメージ化のはたらきを生かすことができるのかを検
討することである。実際の授業の中で、イメージ化のはたらきを生かすために、
子どもたちにどのように、イメージ化のはたらきに触れさせることが可能なのか
発間の仕方等を検討する。現行の学習指導要領では、「単元を貫く言語活動」が
示されている。では、イメージ化のはたらきを生かした読みは、一次、二次、三
次のどの学習の段階で可能となるのか、また、イメージ化のはたらきを生かした
学習活動を主な学習活動に設定することができるのか等、今後、具体的に検討す
る必要がある。
5 経験や体験の不足している子どもたちに対して、子どもたちの経験や体験と言葉
とをどのように結びつけてイメージ化させるのか今後検討する必要がある。イメ
ージ化とは、自分の既有知識・体験を基に書かれていることを想像することであ
る。しかしてイメージ化の基となる知識や体験が不足している子どもたちに対し
て、どのようにして体験や知識を保障することが可能なのかについて検討する必
要がある。
6 子どもたちの発達段階に応じて描写表現をどのように扱うのかを検討する必要が
ある。例えば、同じ「はじめ」にある「いろいろな」という形容動詞の描写表現
でも1年生と5年生では、想起させるべき子どもたちの既有知識は異なり、より
多く複雑になることが予想される。そのため、子どもたちに自分の考えを持たせ
書いてある内容を吟味したり評価したりする読みへとつなげる為に、発達段階に
‐応じて描写表現をどのように扱う必要があるのか今後の課題とする。
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